
令和２年度 教 文 第 ６ 号

工 事 実 施 設 計 書

小 矢 部 市

小矢部市民交流プラザキャノピー建築工事



【工事条件等】

１　工事現場は、総合会館（市民会館・市民体育館）と近接しており、また、周辺は石動中学校（グラウンド含む）や住宅等が密集して
　いる街中であるため、総合会館の利用者及び生徒、住民の方には十分配慮し、周辺の安全確保（注意看板、交通安全等）と環境整備（
　整理整頓、道路清掃等）に努めること。

２　工事関係車両は、敷地北側の市道馬場中学校横線から出入りするものとする。（山手の石動中学校側から市道馬場中学校横線には、
　進入しないこと。）

３　工事範囲外の損傷については、原則、受注者の責任において復旧すること。

４　（仮称）石動コミュニティプラザ新築工事（建築主体、電気設備、機械設備）及び別途発注（予定含む）する以下の工事とは、調整、
　協力のうえ円滑に工事を進めること。
　　〈仮称）石動コミュニティプラザ新築工事（担当課：文化スポーツ課）〉
　　　・（仮称）石動コミュニティプラザ建築主体工事　（受注者：前田建設・森田建設特定建設工事共同企業体）
　　　・（仮称）石動コミュニティプラザ電気設備工事　（受注者：柴田電気・水機工業特定建設工事共同企業体）
　　　・（仮称）石動コミュニティプラザ機械設備工事　（受注者：ワシデン工業・藤森工業特定建設工事共同企業体）
　　〈関連工事（担当課：文化スポーツ課）〉
　　　・小矢部市民交流プラザ駐車場外灯設置工事　　　　　　（発注時期：６月予定）
　　　・小矢部市民交流プラザ第１駐車場整備工事（その２）　（発注時期：６月予定）
　　　・小矢部市民交流プラザ第２駐車場整備工事（その１）　（発注時期：７月予定）
　　　・まちなか公衆トイレ解体工事　　　　　　　　　　　　（発注時期未定）
　　〈関連工事（担当課：都市建設課）〉
　　　・市道馬場中学校横線道路改良工事　　　　　　　　　　（発注時期未定）





令和２年度 小矢部市役所

　 　　　課長　　　　　　　課長補佐　　　　　　設計　　　　　　精算　　 浄書

　 設　　計　　書

小矢部市 城山町 地内

小矢部市民交流プラザキャノピー建築工事

設計額 円 （うち消費税及び地方消費税相当額 円）

　 　
小矢部市民交流プラザキャノピー建築工事

工事 　建物概要：鉄骨造、平屋建て、建築面積61.4㎡

　・玄関キャノピー　　　　　１棟

大要 　・多目的駐車場キャノピー　１棟

　工　期：契約締結の翌日から令和２年11月13日まで



　
　直接工事費内訳書

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考 特専工事

小矢部市民交流プラザキャノピー建築工事

Ⅰ 玄関キャノピー 1.0 式

Ⅱ 多目的駐車場キャノピー 1.0 式

合　　計

小矢部市 A － 1



　
　直接工事費内訳書

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考 特専工事

Ⅰ 玄関キャノピー

1 直接仮設工事 1.0 式

2 地業工事 1.0 式

3 土工事 1.0 式

4 鉄筋工事 1.0 式

5 コンクリート工事 1.0 式

6 型枠工事 1.0 式

7 鉄骨工事 1.0 式

8 防水工事 1.0 式

9 板金工事 1.0 式

10 金属工事 1.0 式

11 その他工事 1.0 式

中　　計

小矢部市 A － 2



　
　直接工事費内訳書

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考 特専工事

1 直接仮設工事

遣り方 建築面積 54.0 ｍ2

墨出し 建築面積 54.0 ｍ2

養生 建築面積 54.0 ｍ2

整理･清掃・片付け 建築面積 54.0 ｍ2

外部足場 W-900 先行足場 133.0 ｍ2

安全手すり 38.0 ｍ2

水平足場 鉄骨水平足場 54.0 ｍ2

運搬費 外部足場 133.0 ｍ2

　〃 手すり 38.0 ｍ

小　　計

小矢部市 A － 3



　
　直接工事費内訳書

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考 特専工事

2 地業工事

デンカソイルパック 3.0 ｔ

機械運搬費 1.0 台

一次掘削 36.0 ｍ3

混合攪拌費 11.3 〃

転圧整地費 20.5 ｍ2

技術管理費 1.0 式

一軸圧縮強度試験費 1.0 ヶ所

室内配合試験費 1.0 ヶ所

六価クロム溶出試験費 1.0 ヶ所

小　　計

小矢部市 A － 4



　
　直接工事費内訳書

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考 特専工事

3 土工事

根切り  つぼ・布堀り 72.8 ｍ3

床付け 31.0 ｍ2

埋戻し  根切り土 59.8 ｍ3

発生土積込  仮置き土 13.0 〃

発生土運搬
 ダンプトラック　10t積
DID区間有り 5.0km以下

13.0 〃

発生土処分 13.0 〃

重機運搬費 1.0 式

小　　計

小矢部市 A － 5



　
　直接工事費内訳書

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考 特専工事

4 鉄筋工事

　( 杭材料費 )

Ｄ10 ＳＤ295Ａ 14.5 ｋｇ

Ｄ13 ＳＤ295Ａ 627.0 〃

Ｄ19 ＳＤ345 58.0 〃

Ｄ25 ＳＤ345 110.0 〃

加工組立費 779.0 〃

運搬費 779.0 〃

小　　計

小矢部市 A － 6



　
　直接工事費内訳書

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考 特専工事

5 コンクリート工事

（材料）

捨てコンクリート 18-15-25 1.9 ｍ3

基礎コンクリート 27-15-25 11.3 〃

（打設手間）

捨てコンクリート 人力 1.9 ｍ3

基礎コンクリート ポンプ 11.3 〃

柱根巻コンクリート 0.3 〃

圧送費 1.0 回

小　　計

小矢部市 A － 7



　
　直接工事費内訳書

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考 特専工事

6 型枠工事

普通型枠 22.3 ｍ2

打放し型枠　（柱型） 1.5 〃

型枠運搬費 28.5 ｍ2

面桟 5.5 ｍ

小　　計

小矢部市 A － 8



　
　直接工事費内訳書

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考 特専工事

7 鉄骨工事

材料費 1.0 式

工場加工費 4390.0 ｋｇ

消耗品費 4390.0 〃

錆止め塗装費 3260.0 〃

溶融亜鉛メッキ加工費 柱 1130.0 〃

運搬費 4390.0 〃

建て方、現場加工費 4390.0 〃

工作図作成費 4390.0 〃

社内検査費 4390.0 ｋｇ

消耗品費 4390.0 ｋｇ

ＩＳベース ＣＣ361 1.0 ヶ所

　〃 ＣＣ211 2.0 〃

6柱未満割り増し 1.0 式

ベース溶接費 ＣＣ361 1.0 ヶ所

　〃 ＣＣ211 2.0 〃

　〃 ＣＣ211 2.0 〃

小　　計

小矢部市 A － 9



　
　直接工事費内訳書

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考 特専工事

8 防水工事

幕板シーリング 42.0 ｍ

小　　計

小矢部市 A － 10



　
　直接工事費内訳書

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考 特専工事

9 板金工事

（屋根工事）

Fk折板ＶＳ-Ⅲ　Ｈ90 ｔ0.8カラーＧＬ鋼板 51.0 ｍ2

裏打ち断熱材 スーパーフェルトンｔ5.0 51.0 〃

タイトフレーム 吊子メッキ 12.0 ｍ

タイトフレーム 妻用タイト 12.0 ヶ所

水上止面戸 カラーＧＬ鋼板ｔ0.4 18.2 ｍ

エプロン面戸 カラーＧＬ鋼板ｔ0.4 18.2 〃

軒先見切り面戸 カラーＧＬ鋼板ｔ0.4 18.2 〃

棟包み　　　 カラーＧＬ鋼板ｔ0.8 9.1 〃

ケラバ包み　 カラーＧＬ鋼板ｔ0.8 12.0 〃

下端水切り カラーＧＬ鋼板ｔ0.4 36.4 〃

幕板（ケラバ） カラーＧＬ鋼板ｔ0.8 12.0 〃

幕板（軒先目隠し部） カラーＧＬ鋼板ｔ0.8 18.2 〃

幕板（軒樋下隠し） カラーＧＬ鋼板ｔ0.8 18.2 〃

雪止めアングル 50×50×4 18.2 〃

雪止め金具 32.0 〃

笠木 18.2 ｍ

捨て笠木 18.2 ｍ

貢　　計

小矢部市 A － 11



　
　直接工事費内訳書

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考 特専工事

（雨樋）

折板樋 120×90 18.2 ｍ

吊り金具 32.0 本

自在ドレイン 2.0 ヶ所

竪樋（カラー塩ビ） 80φ 17.0 ｍ

エルボ 8.0 個

バンド 10.0 本

荷揚げ費 1.0 式

貢　　計

小　　計

小矢部市 A － 12



　
　直接工事費内訳書

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考 特専工事

10 金属工事

Fk角波　（軒天） ｔ0.4　カラーＧＬ鋼板 47.4 ｍ2

廻り縁　（軒天） ｔ0.4　カラーＧＬ鋼板 72.8 ｍ

小　　計

小矢部市 A － 13



　
　直接工事費内訳書

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考 特専工事

11 その他工事

柱天端コンクリート金鏝 700φ 1.0 ヶ所

柱天端コンクリート金鏝 500φ 2.0 〃

柱コンクリート補修 2.0 ｍ2

丸柱塗装　ＤＰ塗装 12.4 ｍ

柱根巻コンクリート　ＡＥ塗装 3.0 ヶ所

土間下排水枡 集水ます塩ビ200φ 1.0 〃

土間下排水管 塩ビ100φ 8.0 ｍ

　　〃 　〃　45°エルボ 2.0 ヶ所

　　〃 　〃　90°エルボ 2.0 〃

小　　計

小矢部市 A － 14



　
　直接工事費内訳書

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考 特専工事

Ⅱ 多目的駐車場キャノピー

1 直接仮設工事 1.0 式

2 地業工事 1.0 式

3 土工事 1.0 式

4 鉄筋工事 1.0 式

5 コンクリート工事 1.0 式

6 型枠工事 1.0 式

7 鉄骨工事 1.0 式

8 防水工事 1.0 式

9 板金工事 1.0 式

10 その他工事 1.0 式

中　　計

小矢部市 A － 15



　
　直接工事費内訳書

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考 特専工事

1 直接仮設工事

遣り方 建築面積 52.2  ㎡

墨出し 建築面積 52.2  ㎡

養生 建築面積 52.2  ㎡

整理･清掃・片付け 建築面積 52.2  ㎡

外部足場 W-900 先行足場 137.0  ㎡

安全手すり 40.0 ｍ

水平足場 鉄骨水平足場 52.2  ㎡

運搬費 外部足場 137.0  ㎡

　〃 手すり 40.0 ｍ

小　　計

小矢部市 A － 16



　
　直接工事費内訳書

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考 特専工事

2 地業工事

デンカソイルパック 4.0 ｔ

一次掘削 36.0 ｍ3

混合攪拌費 11.3 〃

転圧整地費 20.5 ｍ2

技術管理費 1.0 式

小　　計

小矢部市 A － 17



　
　直接工事費内訳書

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考 特専工事

3 土工事

根切り  つぼ・布堀り 134.0 ｍ3

床付け 63.5 ｍ2

埋戻し  根切り土 103.0 ｍ3

発生土積込  仮置き土 30.7 〃

発生土運搬
 ダンプトラック　10t積
DID区間有り 5.0km以下

30.7 〃

発生土処分 30.7 〃

小　　計

小矢部市 A － 18



　
　直接工事費内訳書

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考 特専工事

4 鉄筋工事

　( 杭材料費 )

Ｄ10 ＳＤ295Ａ 128.0 ｋｇ

Ｄ13 ＳＤ295Ａ 763.0 〃

Ｄ19 ＳＤ345 279.0 〃

Ｄ25 ＳＤ345 1,359.0 〃

加工組立費 2,434.0 〃

運搬費 2,434.0 〃

ガス圧接 25φ 28.0 ヶ所

小　　　　　　計

小矢部市 A － 19



　
　直接工事費内訳書

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考 特専工事

5 コンクリート工事

（材料）

捨てコンクリート 18-15-25 4.1 ｍ3

基礎コンクリート 27-15-25 25.7 〃

（打設手間）

捨てコンクリート 人力 4.1 ｍ3

基礎コンクリート ポンプ 25.4 〃

柱根巻コンクリート 0.3 〃

圧送費 1.0 回

試験費 1.0 回

小　　計

小矢部市 A － 20



　
　直接工事費内訳書

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考 特専工事

6 型枠工事

普通型枠 82.0 ｍ2

打放し型枠　（柱型） 2.4 〃

型枠運搬費 34.4 〃

面桟 9.0 ｍ

小　　計

小矢部市 A － 21



　
　直接工事費内訳書

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考 特専工事

7 鉄骨工事

材料費 1.0 式

工場加工費 6,000 ｋｇ

工場溶接費 6,000 〃

錆止め塗装費 4,700 〃

亜鉛メッキ費 1,280 〃

鉄骨運搬費 6,000 〃

鉄骨建て方費 6,000 〃

現場加工費 ＣＥ311 6,000 〃

工作図作成費 6,000 〃

社内検査費 6,000 〃

消耗品費 6,000 〃

ＩＳベース 4.0 ヶ所

6柱未満割り増し費 1.0 式

ベース溶接及び建て方費 4.0 ヶ所

小　　計

小矢部市 A － 22



　
　直接工事費内訳書

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考 特専工事

8 防水工事

幕板シーリング 9.6 ｍ

小　　計

小矢部市 A － 23



　
　直接工事費内訳書

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考 特専工事

9 板金工事

（屋根工事）

Fk折板ＶＳ-Ⅲ　Ｈ90 ｔ0.8カラーＧＬ鋼板 53.0 ｍ2

裏打ち断熱材 スーパーフェルトンｔ5.0 53.0 〃

タイトフレーム 吊子メッキ 69.0 ｍ

タイトフレーム 妻用タイト 12.0 ヶ所

軒先見切り面戸 カラーＧＬ鋼板 23.0 〃

幕板　ケラバ　金具共 ｔ0.8ＧＬ鋼板+断熱材 9.5 ｍ

幕板　水上　　金具共 11.5 ｍ

同上　出隅 2.0 ヶ所

雪止め金具 アングル用 20.0 ヶ所

雪止め 50×50×6.0 11.5 ｍ

（樋工事）

折板樋 塩ビ角樋　120 11.5 ｍ

樋吊り金具 20.0 本

自在ドレイン 80φ 2.0 ヶ所

塩ビタテ樋 ＶＵ75 8.0 ｍ

エルボ 6.0 ヶ所

バンド 8.0 本

雨水排水管　着色塩ビ管 100φ 3.5 ｍ

小　　　　　　計

小矢部市 A － 24



　
　直接工事費内訳書

番号 名称 形式・仕様・寸法 数量 単位 単価 金額 備考 特専工事

10 その他工事

柱天端コンクリート金鏝 650φ 4.0 ヶ所

柱コンクリート補修 2.0 ｍ2

鉄骨塗装　ＤＰ塗装 67.0 ｍ

柱根巻コンクリート　ＡＥ塗装 4.0 ヶ所

小　　計

小矢部市 A － 25



工事名

図面名称

年月日

縮尺

設計者 検図 製図 設計番号

図面番号

株式会社 中川建築設計事務所
本社　住所　　〒933-0041　富山県高岡市城東２丁目１番２７号
　　　　　　　ＴＥＬ　0766-21-1060　　ＦＡＸ　0766-21-1371
管理建築士　　一級建築士　登録第１４５４８１号　大鋸谷　良一

一級建築士　登録第145481号

大鋸谷　良一図面リスト Ａ-01

A-０１

A-０２

A-０３

A-０４

A-０５

A-０６

A-０７

A-０８

S-０１

S-０２

S-０３

S-０４

S-０５

S-０６

S-０７

図面リスト

特記仕様書（１）

特記仕様書（２）

特記仕様書（３）

特記仕様書（４）

面積表

配置図

構造設計標準仕様書

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

鉄骨構造標準図（1）

鉄骨構造標準図（2）

ISベース　柱脚工法設計・施工標準図（１）

ISベース　柱脚工法設計・施工標準図（２）

玄関キャノピ－構造図S-０８

A-０９

多目的駐車場キャノピー平面図・断面図・立面図A-１０

玄関キャノピー平面図・屋根平面図

玄関キャノピー断面図・立面図

小矢部市民交流プラザキャノピー建築工事

小矢部市民交流プラザキャノピー建築工事

S-０９

S-１０

多目的駐車場構造図（１）

多目的駐車場構造図（２）
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仕 様 書

地名 敷地面積

都市計画区域　　・内（・市街化区域　・市街化調整区域　・その他）　・外

用途地域

構造

建築面積

屋根仕上

外壁仕上

防火地域

階数

延べ面積

１．工事名称

２．工事場所

３．建物概要

m2

m2m2

造 階建

建築物の用途（建築基準法）

耐火建築物等の別　　・耐火建築物　・準耐火建築物（・イ　・ロ－１　・ロ－２）　・その他

　　　・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

　　　・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

（２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。

（１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築工事標準仕様書

２．特記仕様

Ⅱ 建築工事仕様

１．共通仕様

　　　適用する。

（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの工事仕様書を

      （以下「改修標仕」という。）による。

４．工事範囲

耐震安全性の分類 構造体　　・Ⅰ類　・Ⅱ類　・Ⅲ類　　（重要度係数　・1.5　・1.25　・1.0）

建築非構造部材　　・Ａ類（出入口扉除く）　・Ｂ類　

最高高さ 最高軒高さ 居室床高さ cmm m

基礎形式 地盤の設計長期許容支持力度 KN/㎡

垂直積雪量 m

（３）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また（　）内は製品名等を示す。

（官庁施設の総合耐震・対津波計画基準）

      （建築工事編）平成28年版」（以下「標仕」という。）及び「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）平成28年版」

Ⅰ 工事概要

「富山県土木工事共通仕様書」1-1-1-48個人情報取扱特記事項による。

項　　目章

一

般

共

事

通

 1　工事実績情報の登録

 4　環境への配慮

 3　個人情報の取扱い

 2　下請関係の適正化

※ 適用する　（「工事カルテ受領書」の写しを提出）

本工事を下請けに付す場合は､「建設工事の下請関係の適正化に関する留意事項」を遵守すること。

(1)　建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次

　 ①　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクル

　 の①から④を満たすものとする。

特　　記　　事　　項

1-1

　「富山県土木工事共通仕様書」1-1-1-34環境対策に記載の排出ガス対策型建設機械及び低騒音型・　

低振動型建設機械を使用するものとする。

 15　現場代理人の工事現場

   における常駐を要しない

   期間

　次のいずれかに該当し、かつ、発注者との連絡体制が確保されると認めた場合には、工事現場に

おける常駐を要しない期間として取り扱う。

(2)　工事の全部の施工を一時中止している期間

(3)　上記に掲げる期間のほか、工事現場において作業等がおこなわれていない期間

  7　発生材の処理等 ※発生材は構外搬出処分とし、その費用も含め元請業者自らの責任において適正に処理するものと

　する。

  8　解体工事等 ・再資源利用計画書等作成及び提出

・建設リサイクル法対象工事

・特定建設資材廃棄物の種類：　　　　

・再資源化施設の場所：　　　　　

  9　電気保安技術者

 10　監督職員事務所 ・設ける（規模：　　　m2程度）　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

 11　工事用水 構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）

 12　工事用電力 構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）

 13　工事用仮設物 構内設置　・できる　・できない

 14　施工機械

・現場説明書による

※運搬、処分委託契約書の写しの提出

※マニフェスト管理一覧表の提出

・マニフェスト（A票、B2票、D票、E票）の写しの提出

・引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・特別管理産業廃棄物の種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・同上処理方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・分別を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・再資源化を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※適用する

事

工

設

仮

(1)　契約締結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間

通常状態での試験（常態試験）

熱老化試験

圧縮永久ひずみ試験

　受注者は、東洋ゴム化工品(株)で製造された製品や材料（以下、ゴム製品等とする。別表参照)を

いて調査した上で監督員と協議すること。

　なお受注者は、品質証明にあたって実施すべき試験及び検査、並びに製品に応じて必要な規格につ

（試験名と計測項目）
試験名

製品検査

計測項目

　第三者による品質証明書類を提出し監督員の確認を得た場合であっても、後に製品不良等が判明し

た場合に受注者の瑕疵担保責任が免責されるものではない。

※硬さ　※比重　※引張強度　※伸び　・　

※熱老化前後での変化率（硬さ、比重、引張強度、伸び）

・　

※圧縮による残留歪み　・　

※外観　※寸法　※性能　・　

（別表）

製品及び材料名

防振ゴム ディーゼルエンジン用防振ゴム、ゴム製軸継手

産業機械用空気ばね

芝保護材

落橋防止用ゴム

道路資材 車止め（ガードコーン）　視線誘導標・車線分離標

建築防水資材

弾性舗装材 ゴムチップ舗装材

　　 の製品及び材料 用いる場合には、同社が製造するゴム製品等に対して受注者が指定した第三者（東洋ゴム加工品(株)

と資本面・人事面で関係がない者）によって作成された品質を証明する書類を提出し、監督員の確認

を得るものとする。

　　者の専任を要しない期間

   　後片付け等のみが残っている期間

(4)　(1)又は(2)に類した理由で、工事が不稼働である期間

(3)　工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除く。）、事務手続、

(5)　橋梁、ポンプ、ゲート、エレベーター等の工場製作を含む工事であって、工場製作のみが行

   　われている期間

(2)　自然災害の発生又は埋蔵文化財調査等により、工事を全面的に一時中止している期間

(1)　請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間

　労働安全衛生法等に基づき行う日々の安全教育のほか、すべての作業員を対象に、工事現場に即し

た安全教育・訓練等を、月当たり半日以上の頻度で実施するものとする。

「富山県土木工事共通仕様書」1-1-1-30　工事中の安全確保

　 社会性等の実施

　受注者は、工事施工において、施工条件等への対応や自ら立案実施した創意工夫や技術力に関する

項目、または地域社会への貢献として評価できる項目に関する事項について、工事完成時までに「富

山県請負工事成績評定要領第4第7項に定める様式により提出することができる。

　 な介入を受けた場合の

　 措置

これを拒否し、不当な介入があった時点で速やかにその旨を監督職員に報告するとともに、警察に届

け出なければならない。また、下請業者に対しては、暴力団関係者から不当な介入を受けた場合には

速やかにその旨を報告するよう指導し、下請業者から報告を受けた受注者は、速やかにその旨を監督

職員に報告するとともに、警察に届け出なければならない。

   おける技術者の増員等

１　工事に係る入札の結果、調査基準価格に満たない価格をもって入札をした者が受注者となった場

　る。

　合における技術者の配置については、次に掲げる場合の区分に応じ、それぞれ次に定めることによ

(1)　建設業法の規定により技術者の専任配置が義務付けられる工事の場合

　　 専任配置が義務付けられている技術者とは別に、同法の規定により監理技術者の配置が義務付

　 けられる工事にあっては監理技術者の資格を有する者を、それ以外の工事にあっては主任技術者

 　　協力

　公共工事労務費調査等の対象工事となった場合は、監督職員の指示により必要な協力をしなければ

ならない。(富山県土木工事共通仕様書 1-1-1-13)

 16 主任技術者又は監理技術

 17　安全教育・訓練の実施

 18　調査・試験に対する

 19　工事特性・創意工夫

 20　暴力団関係者から不当

 21　低入札となった場合に

 28　東洋ゴム化工品(株)

・とび作業　　・鉄工（・構造物鉄工作業　・構造物原図作業）

般

共

事

通

項

1-2

２

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

  1　適用基準等

  2　適用区分

  3　施工条件

一

※ 建築工事標準詳細図(国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　平成28年版)

※ 国土交通大臣官房官庁営繕部「営繕工事写真撮影要領（平成28年版）」及び「工事写真の撮り方

　 -建築編-」

※ 富山県電子納品運用ガイドライン（案）［建築工事編］（平成22年４月（平成26年10月一部改定））

  4　建築材料等 ※ 本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等以上のものとする。

　 但し、同等以上とする場合は、監督職員の承諾を受ける。

　 使用する建築材料等に「富山県グリーン購入調達方針」で定めるものがある場合には、それに

 　適合するものとする。

・ 本工事で使用する下記の品目については、公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針

　 において優先利用グループに区分されている製品を利用する。

　 ただし、その製品の入手が困難な場合は、監督職員と協議し、通常製品（新材で製造された

　 製品）へ変更できるものとする。

工種 品目 規格

・「公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針」に基づき、パイロット工事として

　 下記の製品を利用する。

品目工種 規格 製品名

 　適用工事種別   5　技能士 技能検定の職種 

 仮設工事

 土・地業工事

 鉄筋工事 

 コンクリート工事 

 鉄骨工事 

 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ALCﾊﾟﾈﾙ

 押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事

 防水工事 

・鉄筋施工( ・鉄筋施工図作成作業  ・鉄筋組立て作業) 

・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業　　・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業

・ｼｰﾄ防水工事作業 （ ・合成ｺﾞﾑ系 ・塩化ﾋﾞﾆﾙ系）

・塗膜防水工事作業（ ・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系 ・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系）

・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業  ・ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業  ・FRP防水工事作業

 石工事 ・石材施工(石張り施工) 

 タイル工事 ・タイル張り作業

・とび作業

・ウェルポイント工事作業

・型枠工事作業　　・コンクリート圧送工事作業

・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業

 木工事 ・大工工事作業

 屋根及びとい工事 ・内外装板金作業　　・ﾀﾞｸﾄ板金作業　　・かわらぶき作業

 金属工事 ・鋼製下地工事作業

 左官工事 ・左官作業　　・樹脂接着剤注入工事作業

 建具工事 

 カーテンウォール工事 

・ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業　　・自動ﾄﾞｱ施工作業　　・ｶﾞﾗｽ工事作業

・金属製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事作業　　・ｶﾞﾗｽ工事作業

 塗装工事 ・建築塗装作業

 内装工事 ・床仕上げ工事作業（ ・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系 ・ｶｰﾍﾟｯﾄ系 ・木質系）

・鋼製下地工事作業　　・ﾎﾞｰﾄﾞ仕上げ工事作業

・ｶｰﾃﾝ工事作業

・ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ工事作業

 排水工事

 ユニット及びその他工事

・建築配管作業

 舗装工事

 植栽及び屋上緑化工事

・溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業　　・加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ工事作業

・造園工事作業

 解体工事 ・解体工事施工技士 

・表装作業　　・壁装作業　　・吹付け硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱工事作業

  7　室内空気中の化学物質 　施工完了時に室内空気中の揮発性有機化合物等の室内濃度を測定し、厚生労働省が定める指針値以

室内濃度測定対象物質

※ホルムアルデヒド　※トルエン　※キシレン　※エチルベンゼン　※スチレン

※パラジクロロベンゼン（学校施設について測定）

・フタル酸ジ-n-ブチル　・アセトアルデヒド

※測定する箇所数　　箇所、測定対象室は監督職員の指示による

測定方法

ホルムアルデヒド・アセトアルデヒド その他の揮発性有機化合物

ジニトロフェニルヒドラジン 固相吸着/溶媒抽出法

ガスクロマトグラフ法

採取

分析 高速液体クロマトグラフ（ＨＰＬＣ）

※採取法はパッシブ型採取機器により行う。

  8　設備工事との取合い 設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出し、監督職員の承諾を受ける。

※ 図示  　・ 設計ＧＬ＝現状ＧＬ

下であることを確認し、報告書を提出する。

　　・地区の区分に応じた風速（Vo(m/sec)） 　 ※３０　・３２

　　・地表面粗度区分　　　・Ⅰ　　・Ⅱ　　※Ⅲ　　・Ⅳ  

　　※多雪区域の指定

誘導体固相吸着/溶媒抽出法

要しない。

　次のいずれかに該当し、かつ、その期間が書面により明確となっている場合については、専任を

　受注者は、本工事を施工するに当たり、暴力団関係者から不当な介入を受けた場合は、断固として

項

１

  5　材料の品質等

 　　　ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、

　　　 仕上げ塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、

　　　 設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

(2)　設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは次の

　 ①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

　 ①　建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド発

　 ②　接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

　 ③　接着剤は可塑性（フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-２-エチルヘキシル等を含有しない

 　　　難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

 　④　①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、ア

 　　　セトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

　　　 散建築材料以外の材料

　 ②　建築基準法施行令第20条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　 ③　建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　 ④　建築基準法施行令第20条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

(1)　本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を

　 有するものとする。

(2)　商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使用する場合

　 は監督員の承諾を受ける。

(3)　標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。

(4)　本工事に使用する材料のうち、(5)に指定する材料の製造業者等は、次の①から⑥すべての事項

　 を満たすものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されてこと

　 を示す書面を提出して監督員の承諾を受ける。ただし、製造業者等が記載されているものは、証明

　 となる資料等の提出を省略することができる。

　 ①　品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　 ②　生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　 ③　安定的な供給が可能であること。

　 ④　法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　 ⑤　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　 ⑥　販売、保守等の営業体制を整えていること。

(5)　製造業者等に関する資料の提出を求める材料

　　 無収縮グラウト材、乾燥式保護材、既製調合モルタル、既製調合目地材、錠前類、クローザ類、

　 自動扉機構、自閉式上吊り引戸機構、防水剤、現場発泡断熱材、フリーアクセスフロア、

　 屋上緑化システム、エポキシ樹脂、ポリマーセメントモルタル

※ 地場産品の優先使用  6　地場産品の優先

   使用等

   重量シャッター、軽量シャッター、オーバーヘッドドア、可動間仕切、トップライト、鋳鉄製ふた

　 床型枠用鋼製デッキプレート、鉄骨柱下無収縮モルタル、ルーフドレン、吸水調整材、

　 移動間仕切、トイレブース、煙突用成形ライニング材、天井点検口、床点検口、グレーチング、

　 になり得る資格を有する者を１人、専任にて配置するものとする。この場合において、これらの

　 工事に配置する技術者は、受注者と３ヶ月以上の雇用関係がある者に限る。

(2)　建設業法の規定による技術者の専任配置が義務づけられていない工事の場合

　　 同法の規定により配置が義務付けられている技術者を、専任にて配置するものとする。

２　１の(1)により別に配置される技術者は、監理技術者等を補助し、監理技術者等と同様の職務を

　行うものとする。

　 る場合の取扱いについて 　う。）の受注者がその工事の工事完成日までに本工事についても受注した場合には、全工事の設計

　額の合計額より定まる率によって算定した諸経費等から、先行工事にかかる諸経費等を控除した額

　をもって速やかに再計算し、変更するものとする。

　施工計画）の内容を履行すること。

　ればならない。

　　実施し、品質管理を行うものとする。

３　工事の品質を確保するため、特記仕様書に示される施工に関する試験基準を２倍の頻度をもって

 22　近接して工事を発注す

 23　総合評価方式

  6　技術検査

　　 の濃度測定

  9　設計ＧＬ

　事成績の減点（標準型においては、工事成績の減点及び違約金の徴収）をすることがある。

　した内容に虚偽の報告があった場合においては、富山県公共工事総合評価方式施行要領に基づき工

　録基幹技能者を配置する場合は、あらかじめ施工計画書により、登録者情報や配置予定期間、作業

　内容等を発注者に報告することとし、配置予定期間及び完成検査時において、発注者による履行の

　確認を行うこととする。なお、履行が確認できない場合、富山県公共工事総合評価方式試行要領に

　基づき工事成績の減点をすることがある。

※ 完成図製本（黒表紙）　　・原図版　　部　　・縮小版　　版　　部

※ 完成図ＣＡＤデータ　　　・ＣＤ－Ｒ　２部

・ 施工図　・保全に関する資料

300万画素

デジタルカメラは130万～着工前

完成時

撮影時 規　　　格 撮影箇所数 部数 備考

・サムネール版

・L版程度（3枚/頁）

※L版程度（3枚/頁）

適正数

適正数

１部

１部

施工中

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

※電子納品対象工事　　　　　　

以下の示す書類を電子納品する。

※工事写真　　・施工計画書　　・完成図(CADデータ)　  ・参考図(ラスターデーター)

 24　完成図等

 25　工事写真

 26　施工図等の取扱い

 27　電子納品

　　対象工種　　　・○○工　・□□工　　　・△△工　

・　本工事は「登録基幹技能者の配置」を活用した試行工事であり、受注者は、下記工種において登

※　上記２項目を履行できない場合及び受注者が事前に提出した総合評価方式に係る技術資料に記載

※　受注者は、実際の施工に際しては、事前に提出し適正とされた技術資料（技術提案書又は簡易な

※　受注者は、事前に提出した総合評価方式に係る技術資料に記載した配置予定技術者を配置しなけ

施工時間、工程、安全対策、工事用道路、仮設設備等は監督職員と協議する。

 1　足場その他 

外部足場の設置に当たっては、「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（厚生労働

省　基発第0424001号平成21年4月24日）」の「手すり先行工法等に関するガイドライン」の別紙１

「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置方式又は(3)手

すり先行専用足場方式により行う。

防護ｼｰﾄ等による養生

・設置しない

なお、出入口等の上部は必要に応じて防護棚を設ける。

材料、撤去材等の運搬　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種

※設置する　　　・養生ｼｰﾄ　　・ﾈｯﾄ状養生ｼｰﾄ　　・防音ｼｰﾄ　　・防音ﾊﾟﾈﾙ　　・　

 2　既存部分の養生

（改修工事の場合）

既存部分の養生方法　　※ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ等　

既存家具等の養生方法　※ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ等　

固定された備品、机・ロッカー等の移動　　・行う（図示）

 3　仮設間仕切り

（改修工事の場合）

仮設間仕切り等の種別

種　別

・Ａ種

※Ｂ種

・Ｃ種

下　地

※軽量鉄骨

・木造　　

※木製扉　

仕上げ材（厚さmm）

※せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（※9.5　・　）

・合板（※９　・　　）　　　　 

・防炎シート

・合板張り程度

充填材（mm）

厚さ（　　）

塗　装

※無し

・片面

※無し

・片面

・行う

 (厚さ　    ) 
仮設扉

　単管　

既存ブラインド、カーテン等の養生方法及び保管場所　　・行う（図示）　　

内部足場  種別　・脚立、足場板等　

外部足場　種別　※枠組足場　・くさび緊結式足場　・単管本足場　・（　　　　　　）

工事名

図面名称

年月日

縮尺

設計者 検図 製図 設計番号

図面番号

株式会社 中川建築設計事務所
本社　住所　　〒933-0041　富山県高岡市城東２丁目１番２７号
　　　　　　　ＴＥＬ　0766-21-1060　　ＦＡＸ　0766-21-1371
管理建築士　　一級建築士　登録第１４５４８１号　大鋸谷　良一

一級建築士　登録第145481号

大鋸谷　良一特記仕様書（１）

指定なし

　　本工事の請負代金額については、南砺市が先行発注した下記の工事（以下、「先行工事」とい

※ 着工時製本　　　　　　　・原図版　　部　　・縮小版　　版　　部

3

19.5

2

　工事番号：　　　　　　　　工事名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事

鉄骨造

・ 建築物解体工事共通仕様書・同解説　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（平成28年版）

小矢部市城山町地内

・建築主体工事

　受注者は、工事に使用する資材等について、品質が水準以上であり、
かつ価格が適正である場合には市内地場産品　　　　　　　　　　　　

（建設資材又は製品等で、市内で最終製造工程が施されたもの又は市内に
本社・営業所等を置く取扱い業者から調達したものをいう。）　　　　
を優先使用するものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※ 市内企業の優先選定等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　受注者は、工事に係る下請契約又は資材等納入契約を締結する場合には、

当該契約の相手方は小矢部市内に本社・営業所等を置くものの　　　　
中から選定するよう努めなければならない。　　　　　　　　　　　　

・

3,788.34

1900.1400

・外部付帯工事

1.75

第二種中高層住居地域/商業地域

〇 〇

〇

※小矢部市建設工事監督要領による。

玄関18.0㎡　多目的33.0㎡玄関54.6㎡　多目的54.63㎡

なし

はぜ締め折板葺き

駐車場上屋　玄関車寄せ

3.66 3.71

（雨水排水工事）

べた基礎（地盤改良）

１

Ａ-02

小矢部市民交流プラザキャノピー建築工事

小矢部市民交流プラザキャノピー建築工事

４

18034



 9　混和材料 混和剤及び混和材の種類は、構造特記仕様書及び構造図による。

3

土

工

事

 1　埋戻し及び盛土の材料

　　及び工法等

種別　　・A種　　※B種　　・C種　　・D種　　・建設汚泥から再生した処理土

 2　建設発生土の処理 ・ 現場内で処理

・ 構内指示の場所に堆積

・ 構内指示の場所に敷き均し

・ 場外に搬出し、関係法令に従い適切に処理する。

　なお、処理にあたっては「建設発生土情報交換システム」を活用する。

　　　　　受入場所：

　　　　　受入時間帯：   　時　　分～　　　時　　分

　　　　　仮置き等：

　　　　　搬出調書を監督職員に提出する

範囲（※図示　　・　　　　　　　　　　） 3　山留めの存置

　構外指定場所に搬出後   ※堆積　・敷き均し

 2　既製コンクリート杭

 1　支持地盤の確認

　　地業

仕様書及び構造図による。

施工法

杭の種類　　　　　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（ＰＨＣ杭）

　　　　　・セメントミルク工法

4

地

業

工

事

呼び名19mm以上の柱、梁の主筋　　※ガス圧接継手　　・機械式継手　　・重ね継手

以下の事項は、構造特記仕様書及び構造図による。

　1)杭の寸法、継手の箇所数と工法、杭先端部の形状、杭頭の処理等

　2)打込み工法における杭の設計支持力及び推定支持力の算定方法

　3)打込み工法におけるプレボーリングの掘削深さ及び径

　4)セメントミルク工法におけるアースオーガーの掘削深さ及び杭の根入深さ

　5)杭の水平方向の位置ずれの精度

　・打込み工法

杭の種類

以下の事項は、構造特記仕様書及び構造図による。

　1)杭の寸法、継手の箇所数と工法、杭先端部の形状、杭頭の処理等

　2)打込み工法における杭の設計支持力及び推定支持力の算定方法

　3)打込み工法におけるプレボーリングの掘削深さ及び径

　4)杭の水平方向の位置ずれの精度

堀削工法 　・アースドリル工法（安定液　・使用する　・使用しない）

　・リバース工法

　・オールケーシング工法

　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

　・拡底杭工法（※安定液使用　・　　　　　）

　（・揺動式　・全周回転式）（孔内水張　・行う　・行わない）

以下の事項は、構造特記仕様書及び構造図による。

　1)鉄筋の種類及び加工組立

　2)コンクリートの種別、設計基準強度(Fc)及び構造体強度補正値(S)の値

　3)支持地盤の位置及び種類

　4)杭の水平方向の位置ずれの精度

　5)孔壁測定の有無及び測定方法

※再生クラッシャラン　        ・ 切込砂利及び切込砕石

施工範囲　　※建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

防湿工法　　※ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm以上　・　

　　　　　・外殻鋼管付きコンクリート杭（ＳＣ杭）（鋼管材料　・ＳＫＫ400　・ＳＫＫ490）

施工法 3　鋼杭地業

 4　場所打ちコンクリート

　　杭地業

 5　砂利地業に使用する

　　砂利

 6　床下防湿層

 1　鉄筋の種類

・ＳＤ２９５Ａ

・ＳＤ３４５

・

種類の記号 呼び径（mm）

 ※Ｄ１６以下　　

 ※Ｄ１９以上　　

 2　溶接金網 種類の記号、網目の形状、寸法及び鉄線の径は、構造特記仕様書及び図示による。

 3　鉄筋の継手

 4　鉄筋の最小かぶり厚さ 最小かぶり厚さは目地底から算定する。

・耐久性上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による。

施工箇所 標仕表5.3.6の値に加える寸法（mm）

※１０　　柱、梁、壁及び庇などの外気に接する打放し面

 5　機械式継手 適用箇所、性能、種類、工法、品質の確認方法及び不良となった継手の修正方法等は図示による。

 6　各部配筋 ※構造特記仕様書及び構造図による。　　・各部配筋参考図による。

 1　コンクリートの種類 コンクリートの使用骨材による種類

　※普通コンクリート　　・軽量コンクリート

　　料、施工条件、要求性

　　能等による種類

コンクリートの使用材料、施工条件、要求性能等による種類

適用 種　類 適用箇所 特記事項

・

・

・

・

・

寒中コンクリート

暑中コンクリート

マスコンクリート

無筋コンクリート

流動化コンクリート

構造体強度補正値(S)の値　※6N/mm2　・　

セメントの種類（　　　　　　　）

混和材料（　　　　　　　　　）

スランプ（　　　）

スランプ（　　　）

 3　コンクリートの

　　設計基準強度

コンクリートの設計基準強度は、構造特記仕様書及び構造図による。

 4　コンクリートの類別 ※Ⅰ類　　・Ⅱ類

 5　気乾単位容積質量 ※2.3t/m3程度　　・　

種別　　　・A種　※B種　・C種

 7　セメントの種類 ※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

アルカリシリカ反応性による区分

　・Ａ

　・Ｂ（※コンクリート中のアルカリ総量Ｒt＝3.0㎏/ｍ3 以下）

　※監督職員との協議による。

　352J/g以下、かつ28日目で402J/g以下のものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合

　を除く。

 8　骨材の種類

5

鉄

筋

工

事

6

コ

ン

ク

リ

│

ト

工

事

　普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R5210に示された規定の他、水和熱が７日目で

 6　打放し仕上げ

六価クロム溶出試験　　・行う　　・行わない

　　　　　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（ＰＲＣ杭）

　・鋼管ぐい　　　　（・ＳＫＫ400　・ＳＫＫ490）

 10　構造体強度補正値

・ラス張りモルタル塗り

 16　耐火被覆 種　別 適用箇所 所要性能

・乾式吹付けロックウール

・半乾式吹付けロックウール

・湿式ロックウール

・繊維混入けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

・高断熱ロックウール・耐火材巻付け

・耐火板張り

・耐火材吹付け

ボルトの接合方法は構造特記仕様書及び構造図による。

最低板厚6.0mm以上の形鋼、鋼板

最低板厚3.2mm以上、6.0mm未満の形鋼、

鋼板

最低板厚2.3mm以上、3.2mm未満の形鋼、鋼板

普通ボルト、ナット類、アンカーボルト類

外観検査　※行う　・行わない

めっき付着量の検査　※行う　・行わない

Ａ種（HDZ55）

Ｂ種（HDZ45）

Ｃ種（HDZ35）

亜鉛めっきの種別 材　料 適用部位

 17　軽量形鋼構造

 18　溶融亜鉛めっき

ン

ク

リ

│

ト

ブ

ロ

ッ

ク

・

Ａ

Ｌ

Ｃ

パ

ネ

ル

・

押

出

成

形

セ

メ

ン

ト

板

工

事

　　帳壁及び塀

 2　コンクリートブロック ※標仕表8.3.1及び下表による。　　　

・

・

・

・

※各部の配筋は、構造特記仕様書及び構造図による。　　　

適　用　箇　所 ブロックの種類 厚さ（mm）

 1　補強コンクリート

　　ブロック造 各部の配筋は、構造特記仕様書及び構造図による。　　　

※空洞ブロック１６　　・空洞ブロック１６－Ｗ

 3　ＡＬＣパネル

　耐火性能　・有り（・０．５時間　・１時間　・２時間）

※20　　・図示による

　伸縮目地への耐火目地材の充填　　・適用する　・適用しない

※20　　・図示による

※300　　・図示による

・外壁パネル

　　※平　・意匠

・間仕切壁パネル

　　※平パネル

・屋根パネル

・床パネル

種　類 単位荷重（Ｎ/ｍ2） 厚さ（㎜） 構法の種別

・100　　

・120　　

・80    ・100

・

・100　

・100　・150

※F種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・１　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

　パネル幅の最小限度 (mm)

　外壁パネルの出隅及び入隅のパネル接合部、並びにパネルと他部材との取り合い部の目地幅（mm）

建築基準法に基づき定まる風圧力の（・１　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

・外壁パネル

・間仕切パネル

種　類 表面形状 厚さ（mm） ﾛｯｸｳｰﾙ充てん 取付工法・種別 備　考

※Ｆ

・Ｄ

・Ｔ

※Ｆ

・Ｄ

・Ｔ

・有　・無

・有　・無

・有　・無・50　・60　

・50　・60　

　　　・60　

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｂ種

・Ｃ種

出隅及び入隅のパネル接合目地（※15mm　・図示　）

目地幅：パネル相互（※長辺8、短辺15　・図示　）
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防

水

工

事

 1　アスファルト防水

                           　2号で透湿係数を除く規格に適合するもの

                           ・(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)　

                  ・厚さ（mm）（※25　　・　　）　　

・ＡⅠ－２

・Ａ－２

・Ｄ－２

種類・種別 施　工　箇　所

乾式保護材の品質・性能、試験方法は、図示による。

防水層の下地のモルタル塗り　　・適用する（施工範囲　※防水下地全て　・　　）　・適用しない

乾式保護材の材料

 ・窯業系パネル

 ・金属複合版 

寸法(mm)：厚さ×幅 適　用種　類

・約15×300 

・約26×600  

・

※約12×900  ※金属板と樹脂を積層一体化したもの。

　したもの。

　板状に押出成形しオートクレープ養生

※無石綿の繊維質原料等を主原料として、

 2　改質アスファルト

　　シート防水 ・ ＡＳーＴ３　

　ｱｽﾌｧﾙﾄは低煙・低臭ﾀｲﾌﾟとし、改良型無煙釜を使用する。

・　　

・ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ熱工法(複層・絶縁工法)

・ ＡＳ－Ｔ４

押え金物　　　　　※製造所の仕様による　　・　　

屋根露出防水絶縁　・材質　・JIS A 9521(建築用断熱材)による硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材2種1号若しく

断熱工法の断熱材　　　　　　は2号で透湿係数を除く規格に適合するもの

　　　　　　　　　　　　　・JIS A 9511(発砲ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ保温材)によるA種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材の保

　　　　　　　　　　　　　　温板2種1号若しくは2号で透湿係数を除く規格に適合するもの

　　　　　　　　　　　　　・(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)　

　　　　　　　　　・厚さ（mm）（※25　　・　　）　　

種 　別 施工箇所

仕上塗料の種類、使用量（・　　　　　※製造所の指定による）

・ＢⅠ－２

 　　　　　　　　　　　　　・(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)　

　　　　　　　　　・厚さ（mm）（※25　　・　　）　　

                           ・JIS A 9511によるA種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温板2種1号若しくは

・

屋根保護防水      ・材質   ※JIS A 9521(建築用断熱材)による押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bＡ

断熱工法の断熱材           　(スキン層付き)

屋根露出防水　　　・材質　 ・JIS A 9521による硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材2種1号若しくは2号で透湿係

断熱工法の断熱材           　数を除く規格に適合するもの

 　　　　　　　　　　　　　・JIS A 9511(発砲ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ保温材)によるA種押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温

 3　合成高分子系

　　ルーフィングシート

　　防水 ・Ｓ－Ｆ１

・Ｓ－Ｍ１

・Ｓ－Ｆ２

・Ｓ－Ｍ２

・Ｓ－Ｍ３

種　別
ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの
厚さ（mm）

※1.2　

※2.0　

※1.5　

※1.5　

※1.2　

施工箇所

・ｼﾙﾊﾞｰ  ・ｶﾗｰ

・ｼﾙﾊﾞｰ  ・ｶﾗｰ

・ｼﾙﾊﾞｰ  ・ｶﾗｰ

・ｼﾙﾊﾞｰ  ・ｶﾗｰ

・ｼﾙﾊﾞｰ  ・ｶﾗｰ

種類

仕上塗料・モルタル塗り

使用量・厚み

屋内防水

・Ｓ－Ｃ1

種　別 施工箇所

塗り厚さ

保　護　層

平場のモルタル塗り

下地モルタル塗り床塗り工法 モルタル塗り厚さ

立上り部の保護

・ ・ ※標準仕様書

15.2.5(b)(2)及び

(3)に準ずる

・

※標準仕様書

15.2.5(C)(1)に準

ずる

・

※7㎜以下

・

屋内防水で平場を保護コンクリート仕上げとする場合の厚さ　・　

固定金具の材質及び寸法形状

　※防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板及びそれらの鋼板の片面又は両面に樹脂を積層加工した

　　もので、厚さ0.4mm以上のもの

・Ｘ－１

・Ｘ－２

・Ｙ－１

・Ｙ－２

 4　塗膜防水 種　別 施　工　箇　所 備　考

※地下外壁防水　　・　　

※屋内防水　　　　・　　

仕上げ塗料塗り

・シルバー ・カラー

Ｙ－２工法の保護シート

※適用する　・適用しない

 5　脱気装置 ※設ける　　　・設けない

種　類 材　質 設置数量

・平面部脱気型 

・立上がり部脱気型 

※ 製造所指定数量

・ １箇所／約50m2当たり 

※ 製造所指定数量

・ １箇所／約10ｍ間隔

※ 製造所標準仕様(立上がり型) 

・ｽﾃﾝﾚｽ製　・ｱﾙﾐ製又はｱﾙﾐ鋳物

※ 製造所標準仕様

・

接着性試験

　　　※簡易接着性試験　・引張接着性試験　（施工対象部位　　　　　　　　　　　）

下表以外は、標仕表9.7.1による

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

 6　シーリング

 2　テラゾ張り 種石の種類　　※大理石　　　　

表面仕上げ　　※本磨き　　　　

テラゾブロックの形状、仕上げ面及び寸法、並びにテラゾタイルの寸法は、図示による。

 3　壁の石張り工法 外壁石張り

　工法

　　・外壁湿式工法（※流し筋工法　・　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　・乾式工法　　（・スライド方式　　・ロッキング方式）

　石裏面処理　　　　・行う　　　　　　　　・行わない

　裏打ち処理　　　　・行う　　　　　　　　・行わない

　ドレインパイプ　　※樹脂ネット製パイプ （クロスメッシュ巻き）　・ステンレスSUS304

内壁石張り

　工法

　　・内壁空積工法（※あと施工アンカー横筋流し工法　・あと施工アンカー工法）

　　・乾式工法　　（・スライド方式　　・ロッキング方式）

　石裏面処理　　　　・行う　　　　　　　　・行わない

　裏打ち処理　　　　・行う　　　　　　　　・行わない

 4　床及び階段の石張り 床石張りの石裏面処理　　・行う

階段張りの石裏面処理　　・行う

10

石

工

事

 1　天然石張り 石の種類・表面仕上げ

施工箇所 形状・寸法 厚さ（㎜） 仕上げの種類品質・種類

タ

イ

ル

工

事

 1　タイルの形状、寸法等 形状寸法
（mm）

 4　陶磁器質タイル型枠

　　先付け

タイル型枠先付けの種類

・目地桝法

・タイルシート法

・桟木法

種　類 適用タイル タイル型枠先付け面のせき板の種類

・小口タイル

・二丁掛けタイル

・大形タイル

※標仕6.8.3(ｂ)(２)

・金属製タイル先付け用パネル

・

耐滑
り性

木

工

事

 2　製材

 1　表面仕上げ

・「製材の日本農林規格」による製材

・下地用針葉樹製材

・造作用針葉樹製材

・広葉樹製材

・「製材の日本農林規格」以外の製材

樹種 寸法 等級 形状 含水率

※２級　・　

※１等　・　

※A種　・B種　

※A種　・B種　

・代用樹種を適用しない箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

含水率難燃処理防虫処理材面の品質寸法樹種施工箇所

 3　造作用集成材

※A種　・B種　

※A種　・B種　

含水率見付け材面の等級寸法樹種施工箇所

※１等　・　

 4　造作用単板積層材

 5　床張り用合板等

 6　接着剤

造作用集成材、化粧ばり造作用集成材、化粧ばり構造用集成柱

施工箇所 厚さ 寸法 表面の品質 防虫処理

表面の樹種名 接着の程度 防虫処理

・化粧加工(・天然木・塗装) ・する　・しない

※１類　・２類 ・する　・しない

ホルムアルデヒドの放散量　　※規制対象外　　・　　

※10%以下

表面仕上げの種別[適用箇所]（・Ａ種[　　]　※Ｂ種[※全て・　 ]　・Ｃ種[　　]　）

接着剤は可塑剤（難揮発性の可塑剤を除く）が添付されていないものとする。

　・特定埋込杭工法

　・Ｈ形鋼ぐい　　　（・ＳＨＫ400　・ＳＨＫ490Ｍ）

・シリカセメント

・高炉セメントＢ種

・フライアッシュセメントＢ種

・普通エコセメント

 11　養生期間

以下の事項は、図示による。

　1) 外部に面するコンクリート打放し仕上げの打増し厚さ

　2) ひび割れ誘発目地の位置、形状及び寸法

せき板の材料は、次による。

　※合板（※12mm　・　　mm） ・床型枠用鋼製デッキプレート　・メッシュ型枠

　・断熱材兼用型枠（適用個所及び品質等は標仕19章９節断熱・防露による）

　以下とする。

せき板、支柱の存置期間は、標仕表(6.8.2)、標仕表(6.8.3)による。

なお、セメントの種類が普通エコセメントの場合は、次による。

支柱の存置期間
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鉄

骨

工

事

 1　鉄骨製作工場 ・監督職員の承諾する製作工場

・建築基準法第77条の45第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認定を受けた（株）

　日本鉄骨評価センター及び㈱全国鉄骨評価機構（旧(社)全国鐵構工業協会）の「鉄骨製作工場の

　性能評価基準に定める「　　グレード」として国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上

　の能力のある工場

 3　鋼材

 2　施工管理技術者

 4　高力ボルト

※適用する

鋼材の材質、形状及び寸法は、構造特記仕様書及び構造図による。

以下の事項は、構造特記仕様書及び構造図による。

　1)ボルトの区分及び径

　2)すべり係数試験の実施、試験方法等

 5　普通ボルト ボルト及びナットの材料等は、構造特記仕様書及び構造図による。

 6　縁端距離、ボルト間隔、

  　ゲージ等

 7　溶融亜鉛めっき

    高力ボルト

以下の事項は、構造特記仕様書及び構造図による。

高力ボルト、普通ボルト及びアンカーボルトの縁端距離、ボルト間隔、ボルト径、ゲージ等

セットの種類　　・１種（F8T相当）

摩擦面の処理

※　ブラスト処理(表面粗度50μｍRz以上）

摩擦面の確認方法

・　図示　　・　試験片によるすべり耐力試験　

 8　アンカーボルト

 9　デッキプレート

 10　工作図

 11　鉄骨の仮組

 12　溶接接合

 13　溶接条件

 14　溶接部の試験

 15　鉄面錆止め塗料塗り

以下の事項は、構造特記仕様書及び構造図による。

　2)構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状及び寸法

　3)建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法

以下の事項は、構造特記仕様書及び構造図による。

　1)工法の種別

　2)デッキプレートの材質、形状及び寸法

　3)鉄骨部材への溶接方法

　4)耐火認定の有無

増築工事等を含め、既存建築物と取合う箇所がある場合は、現場実測の上作成を行う。

・　行わない　　　・　行う

　仮組を行う範囲及び確認方法等は、図示による。

以下の事項は、構造特記仕様書及び構造図による。

　1)開先の形状

　2)スカラップの形状

　3)エンドタブの切除の有無及び適用箇所

入熱、パス間温度の溶接条件

　適用箇所  　・ 図　示

　　　　 　　 ・ 柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部

鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

　　　　 　 　・ 

鋼材の種類 溶接材料
入　熱

 （KJ/cm）
パス間温度
 （℃）

400 N 級鋼

490 N 級鋼

520 N 級鋼

JIS　Z　3211

YGW－11，15

YGW－18，19

JIS　Z　3214

YGA－50W，50P

JIS　Z　3211

YGW－11，15

YGW－18，19

JIS　Z　3214

YGA－50W，50P

YGW－18，19

40　以下

40　以下

30　以下

40　以下

30　以下 250　以下

350　以下

250　以下

350　以下

350　以下

　ただし、

　250℃以下、YGW-18，19での作業条件は入熱40KJ/cm以下、パス間温度350℃以下とする。

　・400N級鋼のSTKR・BCR及びBCPの作業条件は、YGW-11，15で入熱30KJ/cm以下、パス間温度

　・490N級鋼のSTKR・BCPの作業条件は、YGW-18，19で入熱30KJ/cm以下、パス間温度250℃

　上記の溶接条件以外による場合は、監督職員と協議する。

完全溶込み部の超音波探傷試験　　※行う　　　・行わない

・工場溶接の場合

　　AOQL　　　※4.0％　　　・2.5％

　　検査水準　　※第６水準　　・図示

・工事現場溶接の場合

　　AOQL　　　※4.0％　　　・2.5％

塗料　屋外　　※A種（JISK5674 １種）　・B種

工程　見掛かり（※A種　・B種）　見隠れ（・A種  ※B種）

　　　屋内　　※A種（JISK5674 １種）　・B種

　・ＭＣＲ工法用シートの使用（打増し厚さ　・20㎜　　打増し範囲　・図示による）

※セメントの種類が普通エコセメントの場合は、次による。　・（　　　　）日以上　

　1)ﾎﾞﾙﾄの材質・種類、ねじの公差域ｸﾗｽ、仕上げの程度、縁短距離、ﾎﾞﾙﾄ間隔、ｹﾞｰｼﾞ等

 12　型枠

 構造体強度補正値(S)　※標仕表(6.3.2）による。

ただし、普通ポルトランドセメントを用いるコンクリートでは、以下の補正値適用期間を使用する

ことができる。

打設日

6N/mm2補正値 3N/mm2 6N/mm2

７月18日～９月２日 ３月13日～７月17日 11月18日～３月12日
９月３日～11月17日

杭の支持力、支持地盤の位置及び種類、及びこれらの確認のための試験の方法は、構造特記

工事名

図面名称

年月日

縮尺

設計者 検図 製図 設計番号

図面番号

株式会社 中川建築設計事務所
本社　住所　　〒933-0041　富山県高岡市城東２丁目１番２７号
　　　　　　　ＴＥＬ　0766-21-1060　　ＦＡＸ　0766-21-1371
管理建築士　　一級建築士　登録第１４５４８１号　大鋸谷　良一

一級建築士　登録第145481号

大鋸谷　良一特記仕様書（２）

適用期間（　　　　　　　　）11月～３月

 2　コンクリートの使用材

梁下

・（　　　）以上

・（　　　）以上

・（　　　）以上
ｺﾝｸﾘｰﾄの材齢
による場合(日)

ｺﾝｸﾘｰﾄの圧縮
強度による場合

存置期間中
の平均気温

せき板の存置期間

基礎、梁側、柱、壁

施　工　箇　所

スラブ下

15℃以上

5℃以上

0℃以上

・（　　　）以上

・（　　　）以上

・（　　　）以上

・（　　　）以上

・（　　　）以上

・（　　　）以上

であり、かつ、施工中の荷重

及び外力について、構造計算

されるまで

の85％以上又は12N/mm 以上

により安全であることが確認

圧縮強度が設計基準強度(Fc) 圧縮強度が設計基準強度以

上であり、かつ、施工中の

荷重及び外力について、構

造計算により安全であるこ

とが確認されるまで

圧縮強度が5N/mm 
以上となるまで

2

　　　　　・特定埋込杭工法

・CPRC杭
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外壁金属パネル周囲

 4　押出成形セメント板 外壁パネルの工法　・　A種　　・B種　

耐凍害性色役物うわぐすり吸水性による区分

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 施ゆう 無ゆう あり なし 標準 特注 あり なし

役物：標準的な曲がりの役物は一体成形とする

タイルの見本焼き　　※行わない　　・行う（※外壁タイル　・　　　　　　　　　　）

タイルの試験張り　　※行わない　　・行う（※外壁タイル　・　　　　　　　　　　）

 2　セメントモルタルによ

  　る陶磁器質タイル張り

モルタル塗りのコンクリート素地面の処理　　※ＭＣＲ工法　・目荒し工法（高圧洗浄）

　内装タイル以外のユニットタイル　　・マスク張り　　　　・モザイクタイル張り

壁タイル張りの工法

　外装タイル　　　　　・密着張り　　・改良積上げ張り　　・改良圧着張り

・既製調合モルタル（モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、

　セメント、細骨材、混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

 3　接着剤による陶磁器質

  　タイル張り

外装タイル接着剤張りにおける目地のシーリング材

　打継ぎ目地　　　　※ポリウレタン系シーリング

　ひび割れ誘発目地　※ポリウレタン系シーリング

　伸縮調整目地　　　※変成シリコーン系シーリング

　その他の目地　　　※変成シリコーン系シーリング

モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理　　・ＭＣＲ工法　・目荒し工法（高圧洗浄）

基礎コンクリート　FC21-18-25

基礎

基礎

8

コ

12

Ａ-03

小矢部市民交流プラザキャノピー建築工事 18034



厚さ　　mm 4 　ロックウール付け

 2　素地ごしらえ

目地：継ぎ目処理工法

目地：継ぎ目処理工法以外

下　地　面　等 種　別

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき面

モルタル面、プラスター面

コンクリート面、ALCパネル面、押出成形セメント板面

せっこうボード面及び

その他ボード面

不透明塗料塗りの場合

透明塗りの場合

※Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

※Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

装

工

事

・Ａ種　・Ｂ種

 8　畳敷き 畳の種別　　　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種（畳床の記号　・　　　）

 9　ポリスチレンフォーム

　　床下地材

畳下地　　　　　　厚さ（mm）　※40　・65　・80

フローリング類　　厚さ（mm）　※80　・95

・木部保護塗料塗り(WP)（屋外に限る）

ｺﾝｸﾘｰﾄ面、せっこうボード面等

 7　防腐・防蟻 ・防腐、防蟻処理が不要な樹種による製材及び集成材　　適用部位（　　　）

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理　適用部位（　　　）保存処理性能区分（・K2 ・K3 ・K4）

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理　　適用部位（　　　）

・ボード原料接着材への薬剤混入による防腐、防蟻処理　　適用部位（　　　）

・塗装溶融亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯

13

屋

根

及

び

と

い

工

事

 1　長尺金属板葺

 2　折板葺

 3　粘土瓦葺

下葺材料　（　・　ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940　　・　改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ下葺材　）

建築基準法に基づき定まる風圧力の（　・　１　・　1.15　・　1.3　）倍の風圧力に対応した工法

・心木なし瓦棒葺　・立平葺

・蟻掛葺　・横葺　・　

屋根葺形式 長尺金属板の種類 板厚（mm）

※0.4　

・

形状（mm）

形　式

材　料

（規格等）

軒先面戸板

断　熱　材

建築基準法に基づき定まる風圧力の（　・　１　・　1.15　・　1.3　）倍の風圧力に対応した工法

耐火性能

・重ね形　　※はぜ締め形　　・かん合形

※塗装溶融55％ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯

・

※有り　　・無し

※有り（種別：　　　　　　　　　　　　　　厚さ：　　　㎜）　・無し

※30分耐火　　・無し

建築基準法に基づき定まる風圧力の（　・　１　・　1.15　・　1.3　）倍の風圧力に対応した工法

※J形

・S形

・F形

形状による区分 寸法による区分 製法による区分 備　考

※53A

・49A  ・49B

・40

・ゆう薬がわら

・いぶしがわら

・無ゆうがわら

色調（　　　　）

役物瓦（図示）

※塗装ステンレス鋼板　　・　

　　アルミニウム合金の

　　表面処理

 3　鉄鋼の亜鉛めっき

 4　軽量鉄骨天井下地

14

金

属

工

事

 1　あと施工アンカー

 2　アルミニウム及び

引抜き耐力試験　　　※適用する　　　・適用しない

色　合　い 施　工　箇　所種　別

　無着色

・ブラウン系

・ブラック

・ステンカラー

施　工　箇　所種　別表面処理方法

溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ｅ種

・Ｄ種

・Ｆ種

屋外の場合の形式及び寸法　　  ※下表以外は、標仕14.4.3及び標仕表14.4.2による

野　縁

下地材の間隔（mm）

野縁受、吊りﾎﾞﾙﾄ、ｲﾝｻｰﾄ

周辺部中央部

施　工　箇　所

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の（・１　・1.15　・1.3）倍の風圧力及び積雪荷重

に対応した工法

天井下地材における耐震性・耐風圧を考慮した補強　　・行う（補強箇所　※図示）

天井のふところが1.5ｍ以上3.0ｍ以下の場合の補強　　※標仕14.4.4(h)(1)及び(2)による　・図示

天井のふところが３ｍを超える場合の補強　　　　　　※図示

・

・Ａ－１種

・Ａ－２種  
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左

官

工

事

 1　モルタル塗り材料

 2　床コンクリートの

　　直均し仕上げ

 3　セルフレべリング材

既製目地材の適用　　　※図示

下表以外は標仕表6.2.5及び標仕15.3.2による

施　工　箇　所 平たんさ（mm） 備　考

１mにつき10以下

・せっこう系　　・セメント系

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ（支柱調整式）範囲

・

・

・防水形複層塗材ＲＥ

種　類 呼　び　名 仕上げの形状等

・外装薄塗材Ｓｉ

・可とう形外装薄塗材Ｓｉ

・外装薄塗材Ｅ

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・防水形外装薄塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｓ

・内装薄塗材Ｃ

・内装薄塗材Ｌ

・内装薄塗材Ｓｉ

・内装薄塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｗ

・外装厚塗材Ｃ

・外装厚塗材Ｓｉ

・外装厚塗材Ｅ

・内装厚塗材Ｃ

・内装厚塗材Ｌ

・内装厚塗材Ｇ

・内装厚塗材Ｓｉ

・内装厚塗材Ｅ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材Ｅ

・複層塗材ＲＥ

・防水形複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材Ｅ

・複層仕上塗材

・厚付け仕上塗材

・薄付け仕上塗材 ・砂壁状　・さざ波状

・ゆず肌状（・吹付け　・ローラー塗り）

・平坦状

・凸凹状（・吹付け　・こて塗り）

・着色骨材砂壁状（・吹付け　・こて塗り）

・砂壁状じゅらく

・京壁状じゅらく

・

・

　吸放湿性　　・適用する　　・適用しない

・吹放し　・凸部処理　・平坦状

・凸凹状　・ひき起こし　・かき落とし

・

　吸放湿性　　・適用する　　・適用しない

　上塗材　　　・適用する　　・適用しない

　樹脂　※アクリル系　・ポリウレタン系

・ゆず肌状　　・凸部処理　　・凹凸状

上塗材

耐候性　・１種　・２種　※３種　

　溶媒　※水系　 ・溶剤系

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

・軽量骨材仕上塗材

防火材料の指定　　　　※屋内の壁、天井の仕上げ材は防火材料とする。

砂壁状

平たん状

　外観　※つやあり　・つやなし

　　　　・メタリック

・防水形複層塗材Ｅ（透湿

　型）　

※メーカー推奨塗布量による

防水形複層塗材Ｅ（透湿型）を使用する場合

 5　仕上塗材仕上げ

※防火戸の指定及び防犯建物部品の適用は、建具表による。

  2　アルミニウム製建具 外部に面する建具の性能値等

種別　　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

枠見込み（mm）　　※建具表による　　（・　　mm）

防音ドアセット、断熱ドアセット、耐震ドアセットの適用及び等級は、建具表による。

結露水の処理方法、水切り板、ぜん板等　　※図示

 3　網戸 防虫網

　網の種別　※合成樹脂製　・ガラス繊維入り合成樹脂製　・ステンレス製（SUS316）

外部に面する建具の性能値等

種別　　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

枠見込み（mm）　　※建具表による　　（・　　mm）

防音ドアセット、断熱ドアセット、耐震ドアセットの適用及び等級は、建具表による。

結露水の処理方法、水切り板、ぜん板等　　※図示

表面色　　※ 標準色　　　・ 特注色（　　　　　　）

 5　鋼製建具 簡易気密型ドアセットの性能の適用は建具表による

外部に面する建具の耐風圧性（・Ｓ－４　・Ｓ－５　・Ｓ－６）

鋼板類の厚さ（１枚の戸の有効開口幅950mm、又は 有効高さ2,400mmを越える場合）

 1　見本の製作等

建

具

工

・建具見本の製作　（建具番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・特殊な建具の仮組（建具番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　表面処理

施工箇所 種　別 色　合　い　等

無着色

※標準色（ ・ ｱﾝﾊﾞｰ  ・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ  ・ ﾌﾞﾗｯｸ  ・ ｽﾃﾝｶﾗｰ）

無着色

※標準色（ ・ ｱﾝﾊﾞｰ  ・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ  ・ ﾌﾞﾗｯｸ  ・ ｽﾃﾝｶﾗｰ）

・ 

※ B-1種

・ B-2種

※ C-1種

・ C-2種

・

内部建具

外部建具

 4　合成樹脂製建具

　鋼板

材　料 メッキ付着量 厚　さ

・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板）

・JIS G 3317（溶融亜鉛-5%アルミ

　ニウム合金めっき鋼板

　※　下表以外は標仕表16.4.2による

※Z12又はF12

※Y08

・

・

区　分 使　用　箇　所 厚さ（mm）

出入口

窓 枠類

枠類

戸 中骨

外部に面するスイングドアの建具

外部の下枠、水切り板 2.3

2.3

2.3

事

 13　オーバーヘッドドア

 14　ガラス ガラスの種類、品質、厚さ等は、建具表による

ガラス留め材

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

熱線反射ガラスの映像調整　※行わない　　・行う（建具表による）

　　確認できる資料を監督職員に提出し、承諾を受ける。

 15　ガラスブロック積み ガラスブロック

※無し

・　

伸縮調整目地(mm)　※6m以下ごとに10～25　　・図示

壁用金属枠及び補強材　・設ける（形状及び材質等　※図示）　　・設けない

化粧目地モルタルの色　※モルタル色　

建築基準法に基づき定まる風圧力の（・１　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

 16　ガラス用フィルム

品質　JIS A5759による　　

セクション材料 開閉方式 収納形式 ガイドレール

※スチールタイプ

・アルミニウムタイプ

・ファイバーグラスタイプ

耐風圧性能（　　　　）N/m2

※バランス式

・チェーン式

・電動式

・スタンダード形

・ローヘッド形

・ハイリフト形

・バーチカル形

・溶融亜鉛めっき鋼板

※ステンレス鋼板

　（SUS304）

建具の種類 材　　　種

ただし、防火戸は建築基準法に基づく規定に定められたもの又は認定を受けた条件による

アルミニウム製

鋼製及び軽量鋼製

ステンレス製 ※シーリング材

※シーリング材

※シーリング材　・ガスケット（ＦＩＸ部はシーリング材）

　※標仕表16.14.1による。ただし、強化ガラス及び倍強度ガラスを使用する場合は性能値等が

寸法（㎜）

呼び寸法 厚さ
色　調

平積み 曲面積み
防火性能等

目地幅（mm）

・　 ・　 ※クリア

・

※8～15

・15～25

外側（　　　　　　　　　　）

内側（　　　　　　　　　　）

名　称 種　類 張り面 性能値

・日射遮へい・ガラス飛散防止フィルム

・ガラス飛散防止フィルム　　

・日射遮へいフィルム　

第１種

第２種

第３種 ※内張り　・外張り

※内張り　・外張り

※内張り　・外張り 飛散防止率　Ｄ1

飛散防止率　Ｄ1

飛散防止率　Ｄ1

 1　取付方法、性能等 耐震性、水密性、気密性、耐火性、耐温度差性、遮音性、断熱性等は図示による

建築基準法に基づき定まる風圧力の（・１　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

層間変位追従性

 2　メタルカーテン

　　ウォール

カーテンウォール材料の種類

カーテンウォール方式

　・バックマリオン方式 （・単純２辺支持構法　・ＳＳＧ構法）

　・スパンドレル方式

　・パネル方式

　・小型パネル組み合わせ方式 （・ノックダウン方式　　・ユニット方式）

シーリング材及びガラス取付け材料

　下表以外は標仕表9.7.1による

構造ガスケット　　※適用しない

　　　　　　　　　・適用する（施工箇所：    　　　　　　　　　　　　　　）

断熱材　　　　　　※適用しない

　　　　　　　　　・適用する（種類、厚さ、施工箇所は、図示による）

製品の寸法許容差　※標仕表17.2.1による

　　　　　　　　　・製造所標準製作規定寸法許容差による  　　　　

アルミニウムの表面処理

 3　ＰＣカーテンウォール コンクリートの種類及び品質

　※標仕17.3.2による

　・下表による。ただし下表以外は標仕17.3.2による。

取付け用金物の表面処理（鉄の亜鉛めっき）及び材質

シーリング材料

耐火目地材　　　※適用しない

　　　　　　　　・適用する（種類、施工箇所は図示による。）

断熱材　　　　　※適用しない

　　　　　　　　・適用する（種類、厚さ、施工箇所は図示による。）

製品の寸法許容差　※標仕表17.3.1による　　・製造所標準製作規定寸法許容差による 

表面仕上げ　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

S造

RC及びSRC造

建物の構造種別 層間変位量（h=支点間距離） 変位後の状態

・±(1/200)×h以上

・

・±(1/300)×h以上 シーリングは補修程度の損傷であること。

歪みが起こらないこと。

部材の脱落、ガラスの破損及び主要部材に有害な

種　類 規　格　等

※アルミニウム製

・ ・

※標仕16.2.3のアルミニウム製建具の材料による

　・方立方式

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

種　別 色合い等

・Ａ－１種　　・Ｂ－１種

・Ａ－２種　　・Ｂ－２種

・着色塗膜 　　　　

無着色

※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー　・　

コンクリートの種類 設計基準強度（Ｆｃ） 所要スランプ（cm）

鉄筋　　※SD295A（・D13　・D10）　・　

補強鉄線の径(mm)　　※3.2　・　

配筋　　※図示　　・　

  下表以外はカーテンウォール製作所の仕様による

金物種類及び部位 内　部 外　部

ＰＣ版打込み金物

ＰＣ版打込み取付けボルト

２次ファスナー

取付けボルト

レベル調整ボルト

※E種　　

※E種　　

※E種　　

※E種　　

※E種　　

・

※Ａ種　　・　

※ステンレスボルト

※Ａ種　　・　

※Ａ種　　・　

※Ａ種　　・　

・

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

カーテンウォール板間目地
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　下表以外は標仕表9.7.1による　

 1　材料 防火材料　　※屋内の壁及び天井仕上げ材は、防火材料とする。

　　　　　　・次の箇所を除き、防火材料とする。（箇所：　　　　）
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塗

※Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種　

 3　錆止め塗料塗り 錆止め塗料の種類　※JIS K 5674　・　

 4　塗装

鉄鋼面

亜鉛めっき面

見え掛り部分

見え隠れ部分

※Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種　

・Ｃ種

下　地　面 工程の種別 塗料の種別

・合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

　（SOP）

・クリヤラッカー塗り(CL)

・アクリル樹脂非水分散型塗料塗り(NAD)

・耐候性塗料塗り(DP)

・つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ

　ﾍﾟｲﾝﾄ塗り(EP-G)

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP）

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T)

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)

・ラッカーエナメル塗り(LE)

・オイルステン塗り(OS)

塗装の種類 種　別 塗料の種類

木部屋外

木部屋内

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

屋内の鉄鋼面

※Ａ種　・Ｂ種　

・Ａ種　※Ｂ種　

・Ａ種　※Ｂ種　

・Ａ種　※Ｂ種　

・Ａ種　・Ｂ種

・Ｃ種

・Ａ種　※Ｂ種　

・Ａ種　※Ｂ種　

・Ａ種　※Ｂ種　

・Ａ種　※Ｂ種　

・Ａ種　※Ｂ種　

・Ａ種　※Ｂ種　

・Ａ種　※Ｂ種　

※1種　・2種

※1種　・2種

※1種　・2種

※1種　・2種

上塗り等級(　　)級

上塗り等級(　　)級

上塗り等級(　　)級

鋼製建具

鋼製建具以外 ・Ａ種　※Ｂ種

 1　ビニル床シート張り

工法　　※熱溶接工法　　・突付け（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　　）

※発泡層のないもの

・発泡層のあるもの

特殊機能（ ・ 帯電防止　 ・ 耐動荷重性　 ・ 防滑性　 ・ 耐薬品性 ）

種　類 色　柄 備 考
JISの
記号

厚さ
（mm）

※ＦＳ

・

※2.0 ※無地　・マーブル柄

※柄物　・無地

内
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 2　ビニル床タイル張り

〔接着形〕

〔置敷形〕

特殊機能（ ・ 帯電防止　 ・ 耐動荷重性　 ・ 防滑性　 ・ 耐薬品性 ）

 3　帯電防止床材張り

　または、体積電気抵抗値（JIS A1454）1.0X10^7～10^10Ω程度

 4　ビニル幅木 高さ（mm）　※60　　・75　　・100

 5　カーペット敷き 防炎性能は、消防法で定める防炎性能を有し、登録されているものとする。

見切金物及び押さえ金物の材質、種類及び形状は、図示による。

種　類
JISの
記号 （mm）

厚さ 寸 法
（mm） 備　考

・複層ビニル床タイル

・コンポジションビニル床タイル

・置敷きビニル床タイル

〔接着形〕

ＦＴ

ＫＴ

ＦＯＡ

・300×300

・450×450

・500×500

・帯電防止性能評価値（JIS A1455）1.2以上～3.2未満、

種　別 織り方 パイル形状 帯電性 色　柄

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・ｳｨﾙﾄﾝｶｰﾍﾟｯﾄ

・ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｪｰｽｶｰﾍﾟｯﾄ

・ｱｷｽﾐﾝｽﾀｰｶｰﾍﾟｯﾄ

・カットパイル

・ループパイル

・カット、ループ併用

人体帯電圧

　※３kv以下

※単一色（無地）

・柄物（標準品）

・

・織じゅうたん

・タフテッドカーペット

パイル形状 パイル長（mm） 帯電性工　法

・カットパイル

・マルチレベルループ

・レベルループパイル

・カット、ループ併用

・タイルカーペット

※5～7　・    

※4～6　・    

※4　　  

・

※全面接着工法

・グリッパー工法

人体帯電圧

　※３kv以下

※第一種

・第二種

※ループパイル

・カットパイル

種　別 パイル形状
敷き方

平場 階段部分
施工箇所

 6　合成樹脂塗り床

 7　フローリング張り 単層フローリング

種　別 仕上げの種類等

・厚膜型塗床材

　弾性ウレタン樹脂系塗床

・エポキシ樹脂系塗床

・薄膜型塗床材

・アクリル樹脂塗床

　（JIS K5970）

・つや消し仕上げ

※平滑仕上げ　 　・防滑仕上げ

※薄膜流し展べ仕上げ（ ・平滑  　・防滑）　

・厚膜流し展べ仕上げ（ ・平滑  　・防滑）　

・樹脂モルタル仕上げ（ ・平滑　  ・防滑）　　

塗布量（kg/㎡)　　（　　　　　　　　）

表面仕上げ（ ・ 平滑　  ・ 防滑　　）

溶剤（ ・ 水性色　  ・ 溶剤系　  ・ 無溶剤系　）

仕上色（ ・ 標準色　  ・ 　　　　　　）

品　　名 工　法 厚さ 大きさ 樹　種 仕上塗装等

・フローリングボード

・フローリングブロック

・釘どめ工法

（根太張り）

・釘どめ工法

（直張り）

・接着工法

・接着工法

・

・15

・12以上

・

・15

・

板幅75

板長さ500以上

303×303

・ひのき

※なら ・塗装品

・無塗装品

　１等

　１等

・接着工法 ・　 ・ ・・モザイクパーケット1等

天然木化粧複合フローリング

品　名 工　法 種別 厚さ/大きさ(mm) 樹　種 仕上塗装等

・複合１種フローリング

・複合２種フローリング

・複合３種フローリング

・釘どめ工法

（根太張り）

・釘どめ工法

（直張り）

・接着工法

・Ａ種

・Ｂ種

※Ｃ種

板長さ ・900以上

板厚　 ・8以上

板幅　 ・75以上

※なら ・塗装品

・無塗装品

・防湿処理有

・防湿処理無

の所要量

工事名

図面名称

年月日

縮尺

設計者 検図 製図 設計番号

図面番号

株式会社 中川建築設計事務所
本社　住所　　〒933-0041　富山県高岡市城東２丁目１番２７号
　　　　　　　ＴＥＬ　0766-21-1060　　ＦＡＸ　0766-21-1371
管理建築士　　一級建築士　登録第１４５４８１号　大鋸谷　良一

一級建築士　登録第145481号

大鋸谷　良一特記仕様書（３）

 6　鋼製軽量建具 簡易気密型ドアセットの性能の適用は建具表による

鋼板　※ 亜鉛めっき鋼板　　・ ビニル被膜鋼板　　・ カラー鋼板

召合せ、縦小口包み板の材質　※鋼板　　・ ステンレス鋼板　　・ アルミニウム合金

鋼板の厚さ　　・標仕表16.5.1による。

 7　ステンレス製建具 簡易気密型ドアセットの性能の適用は建具表による

外部に面する建具の耐風圧性（・Ｓ－４　・Ｓ－５　・Ｓ－６）

　曲げ加工　　　※ 普通曲げ　 　・ 角出し曲げ（補強あり）

　表面仕上げ　　※ HL仕上げ　　・ 鏡面仕上げ　　

 8　木製建具 フラッシュ戸の表面材の種類　　　　※天然木化粧合板　　・　

かまち戸の樹種　　かまち（　　　　　　　　　）　　鏡板（　　　　　　　　）　　

　　　　縁仕上　　・塗縁　　・生地縁（　・素地　　・ウレタンクリア塗装　）

枠の材料　　　　※ 木製　　・ 鋼製

靴ずりの材料　　・ 木製　　・ ステンレス製

防虫処理　　　　・行う

ふすまの上張り（押入等の裏側以外）　　※新鳥の子又はビニル紙程度　　・ 鳥の子

 9　建具用金物 建具用金物は、下記以外については、建具表による。

マスターキー　※製作する　・製作しない

その他の鍵　※各室3本1組　・　

鍵箱　※有り　・無し　

 10　自動ドア開閉装置 自動ドアの開閉機構

※スライデイングドア　　　・スイングドア

自動ドアの開閉方式、質量、センサーの種類については、建具表による。

凍結防止措置　※行わない　・行う（　　　　　　　　）

 11　重量シャッター

開閉機能　　　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式　

外部に面するシャッターの耐風圧強度　　　耐風圧性能（　　　　）N/m2

防火シャッター、及び防煙シャッターには、危害防止機構を設ける。

シャッターケース　　※設ける　・設けない　　

スラット及びシャッターケースのめっき付着量　　※Z12又はF12　　・　

 12　軽量シャッター 開閉形式　　　　※手動式　・上部電動式（手動併用）

スラット　　厚さ（mm）　・0.5　※0.8　・1.0

外部に面するシャッターの耐風圧強度　　　耐風圧性能（　　　　）N/m2

　　　　　　形状　　・ インターロッキング形　　・ オーバーラッピング形

 6　軽量鉄骨壁下地

 7　アルミニウム製笠木

・250形

・300形

※アルミニウム製　　　・　

・ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ形

・パネル形

・押出し

・ロール

※プレス

・

形　状 製　法 板幅(mm) 寸法（mm） 厚さ（mm） 表面処理 被膜等の種類

・B-1種

・B-2種（・ｱﾝﾊﾞｰ

・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ ・ﾌﾞﾗｯｸ系

・C-1種

・ｽﾃﾝｶﾗｰ)

・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ ・ﾌﾞﾗｯｸ系

・C-2種（・ｱﾝﾊﾞｰ

・ｽﾃﾝｶﾗｰ)

・D種

※B

※AA6

※B

※AA6

取付用下地　　　※標準仕様書による　　・設ける（施工箇所は図示）

伸縮調整継手　　※設けない　　　　　　・設ける（施工箇所は図示）

種類　　　　　　・50型　　・65型　　・90型　　・100型

スタットの高さが３ｍを超える場合　　　　※図示

オープン形式アルミニウム製笠木の種類

・100形 1.5以上

1.6以上

1.8以上

2.0以上

種別（　　　　）種

被膜等の種類

 (※標仕表14.2.1による

  ・                    ）

着色・ｱﾝﾊﾞｰ

　　・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ　　・ﾌﾞﾗｯｸ系

　　・ｽﾃﾝｶﾗｰ

建築基準法に基づき定まる風圧力及

び積雪荷重の(・１　・1.15　・1.3)

倍の風圧力及び積雪荷重に対応した

工法

種　類 呼称肉厚（mm） 表面処理及び色合い 固定間隔 ･ 方法

隅角部及び突当り部等の役物は笠木本体製造所の仕様による。

種　類 材料の種別 表　面　処　理

手すり

タラップ

※ステンレスSUS304

※ステンレスSUS304

・鋼製

※ＨＬ程度　・鏡面程度　　

※研磨無し　・　

亜鉛めっき　内外部　※Ｃ種

 8　手すり及びタラップ

・350形

・　W=390

 5　金属成形板張り（天井）

 9　金属成形板張り（外壁）

 4　とい ・配管用鋼管　　※硬質着色塩化ビニル管（・VP　・RF-VP　　）

・鋼製　　・木樹脂製

・ ・ 

開閉形式　　　　※手動式　・上部電動式（手動併用） 13　シートシャッター

材料　　ポリエステル糸入りビニルシート

開閉形式　　　　※手動式　・上部電動式（手動併用） 14　パイプシャッター

材料　　アルミパイプ製

ル

工

塗装材料（　　　　　　　　　）焼付け方法（　　　）コート（　　　）ベーク

※ 2.0

90　山高（　　　　　　）　山ピッチ（　　　　　　）　板厚※0.6　・0.8600

5

・　　着色塩ビ管80φ

玄関車寄せ天井
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・図示

　　　　　　　※スプリング付　　・スプリング無し

・ステンレス製（上下式鎖内蔵型、反射テープ付き、φ114.3mm、 t2.5mm、 H=GL＋700mm）29　車止め支柱

照明器具（　※有り　　・無し　）　施錠（　※有り　　・無し　）28　屋外掲示板

10　せっこうボードその他

　　のボード張り

種　類 JISの記号 厚さ（mm）、規格等

・硬質木毛セメント板

・普通木毛セメント板

・ﾐﾃﾞｨｱﾑﾃﾞﾝｼﾃｨﾌｧｲﾊﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ

・パーティクルボード

・けい酸カルシウム板

・ロックウール化粧吸音板

HW

NW

MDF

0.8FK

1.0FK

DR

・15　・20　・25

・

・

タイプ２（無石綿）

・

※フラットタイプ（※9　・12　・　　　）

・凹凸タイプ（※12　・15　・　　）

　　　　　　個　数　　2個/レール1m

　　　　　　耐荷重　　25kg程度/個

ランナー　　材　質　　本体：真鍮性　　フック：ステンレス製（可動式）

　　　　　　形　式　　先付け天井埋込型（見切縁兼用）

レール　　　材　質　　・アルミニウム製（シルバー）14　ピクチャーレール

・ひだの種類

・きれ地の種別、品質、特殊加工等

・施工箇所、形式、開閉操作方式

以下の事項は、図示による。

　　カーテンレール

13　カーテン及び

・

・遮光タイプ

・柄物

・無地

・電動式

・チェーン式

・ワンタッチチェーン式

・プルコード式（ストッパー付）

品質等スクリーンの種類操作方法12　ロールスクリーン

　　色彩　　　・Ｂ－１　・Ｂ－２（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

※　180×150 

※　150×80　・180×80   　・ 

※　120×80　・150×80     ・ 

※　120×150 ・90×150　 　・ 

・カーテン＋横形ブラインド

・カーテン（又はレース共）

・縦形ブラインド

・横形ブラインド

溝幅×深さ（mm）使用区分

※市販品（アルミニウム製　押出し型材）　　・図示

　　及びカーテンボックス

11　ブラインドボックス

・アルミフェンス

・ビニル被覆エキスパンドフェンス　　・樹脂塗装メッシュフェンス　　・鋼管フェンス

・耐雪型　　・一般型27　フェンス

受金物　　材　種　　ステンレス製SUS304

固定方法　　・埋込式　・ベース式　・バンド式

操作方法　　※ハンドル式　・ロープ式

地上高さ（ｍ）　・6　・8　・10　・12　・　

形　　式　　※テーパー型　・同一断面型

材　　質　　※アルミニウム合金製26　旗竿

※コンクリートブロック製の市販品程度　　・かこう岩（文字記号等入り）25　敷地境界石標

施行箇所　※図示

形　状　　・差込式　　・据置式　　・壁張り式24　止水板

・シーリング材（見え掛かりのみ）

・シーリング材（内外とも）

※20×10　　

シーリング材（見え掛かりのみ）

※20×10　　目地寸法（mm）

目地材

外壁（幅×深さ）内壁（幅×深さ）目　地

・無し

・有り

・非耐火型・非耐火型

・耐火型※完全（全貫通型）スリット　

・水平方向

・垂直方向

防水性能耐火性能タイプ方　向23　耐震スリット

　降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

　※天井材張り

表面仕上げ

・800

※500鋼板製又はアルミ製・回転降下式

　・可動式（天井収納型）

　※固定式（壁埋込型）

ガイドレール

・

・800

※500

（不燃認定品）

不燃布

備　考高さ（mm）材　質種　類

・可動式

アルミ製枠付き

・

※500

・

※6.8

・線入り磨板ガラス

※網入り磨板ガラス

備　考高さ（mm）材　質 厚さ（mm）

・固定式22　防煙垂れ壁

奥行き（mm）　・約450　　・約600

材　　　種　　・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　　・人工大理石（仕様は図示）　　21　洗面カウンター

表面の材質　※塩ビ発泡シート張り　　

枠の材質　　※アルミニウム製20　屋内掲示板

その他寸法（Ｄ及びＨ）は、図示による

ｽﾃﾝﾚｽ製　※１段式　　　　　・900※1200

　　　　　　　　　　・600　　　　　・900※1200

・水切り棚

・つり戸棚

※600・コンロ台 　　　　　・700

天板ステンレス製

ﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ　※有り

※市販品

（ｾｸｼｮﾅﾙｷｯﾁﾝⅠ型）

※優良住宅部品トラップ付き

天板ステンレス製

　　　　　　　　　　・1800　　　　　・1500※1200・流し台

規格・品質等適用内容寸法（Ｌ＝　 mm）種　類19　流し台ユニット

材質（受枠共）、形状、寸法は図示による18　くつふきマット

※形状、寸法は図示による

・ 

・ 図示

　書架・物品棚

・移動式

物品棚（・ 5種　・ 6種　・ 7種）

書架　（・ 1種　・ 2種　・ 3種）

JIS S 1039（書架物品棚）による種類・ 鋼製

・物品棚

・書架

JIS S1033（ｵﾌｨｽ用収納家具）による・ 鋼製・収納家具

備 考（品 質）主要構造部材の材料

　　書架・物品棚

17　収納家具、

※　鍵付き

・　

・　450×450

※　600×600

・屋内用

※屋内外用

・ 結露防止型

※ 密閉型

・ 一般型

・ 鋼製

・ ステンレス製

※ アルミ製

備　考寸法（ｍｍ）形　式　等材　　質16　床点検口

・天井仕上げ材がＤＲの範囲

※図示　目地タイプ

・

・　600×600

・　450×450下記以外全て　額縁タイプ

寸法（ｍｍ）適用箇所目地形状15　天井点検口

※形状、寸法は図示による

・４種　・５種　・６種

・１種　・２種　・３種JIS S1039の規格による

 ・ 鋼製物品棚

 ・ 鋼製書架

備　考JISによる種類規格等種　類31　鋼製書架及び物品棚

・無し

※有り（　　　　　）

・150

　　　　　・100・50

 ・ ステンレス製

 ※ アルミニウム製

備　考耐火性能クリアランス材　質30　EXP.J金物

※凹凸形

　　　　　　　　　　　　　　　　　・図示　

埋戻し土　　　※Ｂ種　　　・図示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　セメント１：砂２：砂利４程度とする。

コンクリート基礎等に用いる材料　　※標仕(6.14)、設計基準強度18N/mm2とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただし、コンクリートが簡易な場合の調合（容積比）

 5　材料

砂利地業の厚さ　　※100(mm)　　　・図示

地業の材料　　※標仕(4.6.2)(a)による　　・図示

形状及び寸法　　　※図示　　・　

 4　街きょ、縁石、側溝

※平形  　・

・※普通目

※細目  　

・T－１４用

・T－　６用

・T－　２用

・歩行用

・Ｕ字溝用

・かさ上げ用

・桝ふた用

・溝ふた用

　・図示

　※無し

ボルト固定

・

※受枠付き

・ステンレス製

・鋼製

上面形状
（付着量）
亜鉛めっき

ﾒﾝﾊﾞｰﾋﾟｯﾁ適用荷重種　類形　式材　質

グレーチングふた

左記以外の品質等は（公社）

空気調和衛生工学会

SHASE-S209による

・無し

・有り

・Ｔ－２０用

・Ｔ－　６用

・Ｔ－　２用

・密閉形（テーパー・パッキン式）

・中ふた付密閉形

・簡易密閉形（パッキン式）

・水封形

備　考鍵適用荷重種　類

鋳鉄製ふた 3　ふた

形状及び寸法　　　※図示　　・ 　　 2　側塊、排水桝等

基床の厚さ及び種類　　　※図示　　・　

接着接合

B形（ゴム接合）

※ＶＰ　　・ＶＵ　　・RS-VU

※外圧管（※１種　・２種）

・硬質ポリ塩化ビニル管

※遠心力鉄筋コンクリート管※遠心力鉄筋コンクリート管

管形状（接合方法）管の種類材　種

排水管用材料 1　排水管

事

工

水

排

21

・縁石　　・Ｌ型側溝　　・Ｕ形側溝　　・Ｕ形側溝ふた

地業に用いる材料　　　※標仕(21.2.1)(g)(1)及び(2)　　・ 図示　

地業に用いる材料　　　※標仕(21.2.1)(g)(1)及び(2)　　・ 図示　

・　

※図示

・建設汚泥から再生した処理土

・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種・盛土

厚さ(mm)形　式種別

路床の材料

事

工

装

舗

 1　路床

　　　　　・高炉セメントB種　　　・生石灰（　　　　　　　）　・消石灰（　　　　　　　　）

　種類　　・普通ポルトランドセメント　　・フライアッシュセメントB種

路床安定処理の適用　※なし　　・あり（※添加材による安定処理　　・　　　　　）

・　

※図示

・　

・川砂、海砂又は良質な山砂(75μmふるい通過量6%以下）・フィルター層

・　

※図示・再生クラッシャラン　　・クラッシャラン　　・切込砂利

・　

・凍上抑制層

 2　路床試験

　　透水計数　　　　・1.5x10^ -1  ㎝/sec以上　　　・　

　　引張り強さ　　　・98N/5㎝（10㎏f/5㎝）以上　　・　

　　厚さ（mm）　　　・0.5～1.0　　　・　

　　単位面積質量　　・60g/m2以上　　・　

　ジオテキスタイルの品質

・ジオテキスタイルによる安定処理　・行う　・行わない

　　　　　・固化材（・セメント系　　・石灰系　）

・路床土の支持力比試験　　　※行う（※乱した土　・乱さない土）　・行わない

・路床締固め度の試験　　　　※行う　　　　　　　　　　　　　　　・行わない

・砂の粒度試験　　　　　　　※行う　　　　　　　　　　　　　　　・行わない

・六価クロム溶出試験　　　　・行う　　　　　　　　　　　　　　　・行わない

・現場ＣＢＲ試験　　　　　　・行う　　　　　　　　　　　　　　　・行わない

・安定処理土のＣＢＲ試験　　・行う　　　　　　　　　　　　　　　・行わない

　添加量　　　　㎏/ｍ3 （目標CBR　※3以上　　・　　　　）

 3　路盤

　　　・クラッシャラン鉄鋼スラグ

　　　・再生材（・クラッシャラン　　・粒度調整砕石）

材料　・砕石　（・クラッシャラン　　・粒度調整砕石）

　　　・粒度調整鉄鋼スラグ

　　　・水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

路盤の締め固め度試験　※行う　　　・行わない

厚さ　※図示による

※無し　・有り

※無し　・有り

・歩道部

・車道部

・　

・石油樹脂系混合物

・アスファルト混合物

・常温系

※加熱系

車道部の基層部　位舗装の種類

コンクリート版厚さの試験　※行わない　　  ・行う　

・カラー舗装（表層及び基層の厚さは図示による）

　　　　注入目地材料　　　※低弾性タイプ　・高弾性タイプ　

　　　　早強セメント　　　※使用しない　　・使用する　

材料　　コンクリート　　　※標仕表22.5.2による　　・　

舗装の構成及び厚さ　　　　※図示　　　　　・　

アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　　 ・行う　

シールコート　　※行わない　　　・行う（施工範囲：　　　　　　　　　　）　

・粗粒度アスファルト混合物（20）

・細粒度ギャップアスファルト混合物（13F）

※密粒度アスファルト混合物（13F）

・細粒度アスファルト混合物（13）

※密粒度アスファルト混合物（13）

※一般地域　　・寒冷地域基層

・寒冷地域

※一般地域表層

種　類地　域区分

配合（加熱アスファルト混合物の種類）

　　　　骨材　　　　　　※道路用砕石　　　・アスファルトコンクリート再生骨材

材料　　アスファルト　　※再生アスファルト　　　・ストレートアスファルト

・アスファルト舗装（表層及び基層の厚さは図示による） 4　アスファルト舗装

・たたき出し

・洗い出し

・研ぎ出し

・モルタル

※砂　　※60

・

※300角

・透水平板（P）

※普通平板（Ｎ）

表面加工目地材厚さ（mm）寸法（mm）種　類

・コンクリート平板舗装

アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う　　　　・行わない

舗装の平坦性　　※著しい不陸がないもの

・ストレートアスファルト

・再生アスファルト

・　

・ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅡ型

・加熱アスファルト混合物等（密粒アスファルト混合物)

・排水性舗装用アスファルト混合物

基層

表層

材　料種　類区分

・排水性アスファルト舗装（表層及び基層の厚さは図示による）

・透水性アスファルト舗装（表層及び基層の厚さは図示による）

　　　　　樹脂系混合物、ニート工法及び塗布工法の配合等　・　　

配合　　　結合材に石油樹脂を使用する場合の顔料添加量　　・　　

常温系カラー舗装の着色部の下部　　・アスファルト舗装　　・コンクリート舗装

材料　　　加熱系混合物に添加する材料　　・着色骨材（　　　　）　　・自然石（　　　　）

仕上り面の平坦性　　※歩行に支障となる段差がないものとし、ｺﾝｸﾘｰﾄ平板間の段差は3mm以内

・30　敷砂層　　　・砂　・空練りモルタル

車道部　※80

黄色とする

誘導、注意喚起用は

・表面化粧タイプ

※標準タイプ

・植生タイプ

・透水性タイプ

・誘導、注意喚起用タイプ

※普通タイプ

表面加工及び色彩等種　類

・インターロッキングブロック舗装

※100　・804MPa以上

3MPa以上

5MPa以上

曲げ強度 厚さ（mm）

歩道部　※60

横断面勾配

２％

1.5～２％

目地材　　※砂

砂敷砂層

フィルター層

・車路、駐車場

・歩行者用通路

川砂、海砂又は良質な山砂

（75μmふるい通過量6％以下）

20

30

100

種　類厚さ㎜部位区　分

・アスファルト舗装

※コンクリート舗装

・

※うろこ張り

・

※80～100　・　

・

※小舗石（花こう岩）　　

基　層施工方法厚さ（mm）種　類

・舗石舗装

・ジオテキスタイルの敷設位置

　　透水計数　　　　・1.5x10^ -1  ㎝/sec以上　　　・　

　　引張り強さ　　　・98N/5㎝（10㎏f/5㎝）以上　　・　

　　厚さ（mm）　　　・0.5～1.0　　　・　

　　単位面積質量　　・60g/m2以上　　・　

　ジオテキスタイルの品質

・ジオテキスタイルの敷設位置

　　※図示　　・敷砂層と路盤の間　　・フィルター層と路床の間

仕上り面の平坦性　　※歩行に支障となる段差がないものとし、ブロック間の段差は3mm以内

舗装の割付　　・ヘリンボンボンド　（・45°　　・90°）

敷砂層

区　分

基層

種類 備考

※砂　　・空練りモルタル

・コンクリート版

・再生粗粒度アスファルト混合物（20）

厚さ㎜

30

70

50

 9　砂利敷き

10　区画線

粉体状

液状

厚さ　※1.0　 

※白

・黄　　　・　

幅　　※150　

溶融

加熱

常温

※３種１号

・２種

・１種JIS K5665

色彩寸法（mm）適用施工時の条件種類規格番号

路面表示用塗料

・Ａ種　　・Ｂ種　

仕上り面の平坦性　　※歩行に支障となる段差がないものとし、舗石間の段差は3mm以内

コンクリート版は、コンクリート舗装による。

加熱アスファルト混合物は、アスファルト舗装による。

低揮発性有機溶剤型の路面表示用水性塗料

　　　　　 　　化粧有（トラバーチン模様）

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材    　※適用する　　・適用しない

せっこうボードの目地工法等

　エッジの種類　　・テーパーエッジ　・ベベルエッジ　・スクェアエッジ

・せっこうボード

・不燃積層せっこうボード

・シージングせっこうボード

・強化せっこうボード

・化粧せっこうボード

　目地工法の種類　・継目処理工法　　・突付け工法　　・目透し工法

GB-R

GB-NC

GB-S

GB-F

GB-D

･9.5　･12.5(不燃)　・15.0(不燃)

･9.5(不燃) 　　化粧無（下地張り用） 

※12.5（不燃）・15.0（不燃）

･9.5　　･12.5（不燃）　幅440mm程度、専用下地付

模様　※トラバーチン　　・木柾目　・木板目　

JIS K6903による　厚さ1.2

　断熱材は、JIS A 9521、JIS A 9511、JIS A 9526によるものとする。13　断熱材

11　吸音板張り

12　壁紙張り

※不燃 ・準不燃 ・難燃

※不燃 ・準不燃 ・難燃

※不燃 ・準不燃 ・難燃

備　考防火性能の級別その無機ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
(ﾋﾞﾆﾙ)(織物)

繊維
紙製

施工箇所

※25　　

※25　　GW-B

RW-B

厚さ（mm）記号種　類

※グラスウール吸音ボード２号32Ｋ

・ロックウール吸音ボード１号

壁紙の種類

種　　類 発泡材の種類 種　類 厚さ(mm) 施行箇所

・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材

・押出法ポリスチレンフォーム保温材

　(ｽｷﾝなし)

・硬質ウレタンフォーム保温材

・フェノールフォーム保温材

・保温板(2種b)

・保温板(3種b)

・

・

※A種

・25　

・25　

・　

・　

・　

・　

・　 ・　

・　

・　

・　 ・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　 ・　 ・　

・　・　・　

パネル表面材、金物（脚部、ドアエッジ、笠木形状）については、建具表による。 4　トイレブース

・タイルカーペット

・帯電防止床タイル

・5,000N

・3,000N

・0.6Ｇ

・1.0Ｇ

・　

・500×500

表面仕上げ材耐荷重性能許容水平力
（㎜）
仕上り高

（㎜）
仕上寸法

構　法施工箇所
 1　フリーアクセスフロア

事

工

他

の

そ

び

及

ト

ッ

ニ

・帯電防止床タイル・3,000N・1.0Ｇ・500×500

・置敷式

・支柱

　調整式

　・Ｆ☆☆☆☆　　・　

ホルムアルデヒド放散量

　　補強する。

　※取付け全重量の５倍以上の荷重に対して、使用上支障のない耐力及び変形量となるように

ハンガーレールの取付け下地補強

　・36未満　　・36以上

遮音性能（db/500Hz）

構造形式、操作方法、パネル表面材及び仕上げ、厚さについては、建具表による。 3　移動間仕切

　・0　　・12　　・20　　・28　　・36

遮音性能（db/500Hz）

構造形式、構成基材、パネル表面仕上げ、パネル内建具形状については、建具表による。 2　可動間仕切

空調用吹き出しパネル　　　※無し　　・有り（※固定式　　・可変式　：施工箇所は図示）

　　　　　　　　　　　　　※配線取り出し開口： 40mmＸ80mm 程度の開口　　　・　

配線取出しパネル　　　　　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　※20～30%

コンセントの箇所数　     ※10～15m に１箇所程度

コンセント等の取付け対応　※製造所の標準仕様 （コンセント本体は別途設備工事）

スロープ及びボーダー　　　※製造所の標準仕様（ただし、構成材は共仕による）　　・図示

寸法精度　　※標仕20.2.2(b)(5)(i)～(ⅲ)による　　・　

・タイルカーペット・5,000N・0.6Ｇ・　

・置敷式

・支柱

　調整式

 8　表示

※平面　・曲面　・ｽｸﾘｰﾝ付引分

※平面　・曲面　・ｽｸﾘｰﾝ付引分

・ホワイト

　ボード

※ほうろう

・　

※焼付け・黒板

備　考寸法（mm）種　類

　　ホワイトボード

 7　黒板及び

・ビニル製ハンドルレール

・鋼製パイプ（ ・ ＥＰ－Ｇ  　・ ＳＯＰ）

・ステンレスパイプ（ＨＬ仕上げ）

　（市販品　径　約45mm、又は 約60mm）

※集成材クリアラッカー仕上げ

施工箇所種　別 6　階段手すり

取付け工法　※接着工法　・埋込み工法

幅（mm）　　約35

　　　　　　両端フラットエンド　　※有り（※ビニル製 ・ステンレス製）　　・無し

形　　状　　ビニルタイヤ入り

材　　種　　ステンレスSUS304 5　階段滑止め

　・Ｆ☆☆☆☆　　・　

ホルムアルデヒド放散量

工事名

図面名称

年月日

縮尺

設計者 検図 製図 設計番号

図面番号

株式会社 中川建築設計事務所
本社　住所　　〒933-0041　富山県高岡市城東２丁目１番２７号
　　　　　　　ＴＥＬ　0766-21-1060　　ＦＡＸ　0766-21-1371
管理建築士　　一級建築士　登録第１４５４８１号　大鋸谷　良一

一級建築士　登録第145481号

大鋸谷　良一

6　カラー舗装

5　コンクリート舗装

7 　透水性及び排水性

　　アスファルト舗装

8　ブロック系舗装

特記仕様書（４）

化粧ケイカル板

・化粧吸音石膏ボード

・ 6.0

・　9.5　　スクエアトーンＤ　吉野石膏

○

アスラックス　　　ニチアス

・ バーク堆肥　（使用料　・ 50L/m3　・　　L/m3）

※適用する　　 （施工箇所　※植栽範囲　・図示）

　　　使用したもので、植害試験の調査の結果、害が認められないものとする

材料「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」の別表第一の基準に適合する原料を

・ 汚泥発酵肥料（使用料　・ 10L/m3　・　　L/m3）

 4　土壌改良材

※現場発生土の良質土　　　　・客土（※畑土　・黒土） 3　植込み用土

植栽基盤の排水設備　・設ける（※図示　　・　　　　　）　　・設けない

土壌改良材　　※適用する（　　　　　　）　　・適用しない

有効土層の深さ　　※標仕23.2.1による　　・　　　　

整備範囲　　※図示　　・葉張り部分　　・植栽部分

工法　　※Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種 2　樹木の植栽基盤整備

 1 植栽地の確認

事

工

栽

植 ・電気伝導度（EC)の試験　　　　　・行う　・行わない

・土壌の水素イオン濃度試験(pH) 　・行う　・行わない

・30

・ 耐雪型

・ 木製

・ 木製

・T－２５用

適用安全使用温度　　※400℃　　・650℃ 9　煙突ライニング

角型ドーム垂直開閉タイプ　1300×1300、900×900　　菱晃

・室名札、ピクトグラフ、案内板等　　　※図示による

・衝突防止表示　　　　　　　　　　　　※図示による　　・SUS製　径30mm

・法令に基づく表示（非常用進入口等）　※消防法に適合する市販品による

・100

・80

※25

・クロススラット

・アルミスラット

・

※アルミニウム合金製

・電動

※２本操作コード

・１本操作コード

・電動

・操作棒式

※ギア式　　・コード式

・縦型

※横型

スラットの幅（mm）スラットの材質操作方法/種類形　式10　ブラインド

○

・木樹脂製手すり

10　換気用トップライト 
　　排煙用トップライト

・固定式

・メラミン樹脂化粧板

･9.5　　･12.5（（個）不燃）

・15　・20　・25

・3.0　・6.0　　アイカセラール・抗菌メラミン不燃化粧板

・ 

※図示

配筋及び取付方法

・図示

※水セメント比55％以下、単位セメント量最小値300kg/m3を満足する調合強度

コンクリートの設計基準強度

　　コンクリート

32　プレキャスト

目塗り　　※図示　　　・伸縮目地（材種：　　　厚さ：　　　）

積み方　　※谷積み　　・布積み

質量区分　　・Ａ　　　・Ｂ

材種　　※花こう岩　　・凝灰岩

　　間知ブロック積み

33　間知石及びｺﾝｸﾘｰﾄ

厚さ(mm)

※図示

取付箇所、寸法及び取付方法34　鏡

5ｍｍ

・

・

※黄色

色　彩

※黄色

形状

・

・7

・

※300×300　

・

※300×300　

・磁器又はせっ器タイル

・レジンコンクリート系

・コンクリート系

・磁器又はせっ器タイル

・塩化ビニル系

屋　外

屋　内

厚　さ寸法（mm）種　類適用箇所

視覚障害者用タイル

※ﾌﾞﾛｯｸﾊﾟﾀｰﾝはJIS T9251による

35　誘導用、注意喚起用床材

36　壁・天井化粧吸音材

37　床遮音材

38　装飾不燃壁材

23

ユ

20

Ａ-05

小矢部市民交流プラザキャノピー建築工事 18034
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工事名

図面名称

年月日

縮尺

設計者 検図 製図 設計番号

図面番号一級建築士　登録第145481号

大鋸谷　良一

株式会社 中川建築設計事務所
本社　住所　　〒933-0041　富山県高岡市城東２丁目１番２７号
　　　　　　　ＴＥＬ　0766-21-1060　　ＦＡＸ　0766-21-1371
管理建築士　　一級建築士　登録第１４５４８１号　大鋸谷　良一

防火水槽

A1　1：200
A3　1：400

新設歩道

スロ
ープ

スロ
ープ

４ ５
３２

１

敷
地
境
界

外部
物置

道路境界

33.30

石動中学校グラウンド

緑地帯

Ｐ

手すり

手すり

市
道
町
端
馬
場
線

小矢部市民交流プラザキャノピー建築工事

配置図

（仮称）石動コミュニィプラザ新築工事

1ＦＬ 34.95

市道馬場中学校線

市
道
馬
場
城
山
線

3

B

玄関
キャノピー

1

A

ＤＤ

B

A

今回工事部分を示す。

１、玄関キャノピー

２、多目的駐車場キャノピー

3,000

6,
00

0
4,

20
0

3,
00

0
3,

60
0

1,
50

0

新設歩道新設歩道

第１駐車場

第３駐車場

第２駐車場
広場

小矢部市民
　体育館

敷
地
境
界

４

１ ２ ３

A-06

屋根雨水排水管VP100φ

玄関

1 2

多目的駐車場
　キャノピー

11,000

延
焼

の
お

そ
れ

の
あ

る
ラ

イ
ン

延
焼
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そ
れ
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あ
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ラ

イ
ン
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コミュニティー外壁面

3,000
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延焼のおそれのあるライン

延焼のおそれのあるライン

みなし境界
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工事名

図面名称

年月日

縮尺

設計者 検図 製図 設計番号

図面番号一級建築士　登録第145481号

大鋸谷　良一

株式会社 中川建築設計事務所
本社　住所　　〒933-0041　富山県高岡市城東２丁目１番２７号
　　　　　　　ＴＥＬ　0766-21-1060　　ＦＡＸ　0766-21-1371
管理建築士　　一級建築士　登録第１４５４８１号　大鋸谷　良一

A1　1：50
A3　1：100

↓

2階壁面

玄関
入口

庇
先

端

3,
00
0

風除室

４

1 3

2

Ｄ

B

A

塩ビ枡
200φ

1,000

1,000

1,
00
0

1,
00
0

4,000

7,
10
0

庇先端

洗い場

庇先端

庇
先

端

建築面積

4.0×7.1＝28.40㎡

建築面積

11.0×3.0＝33.00㎡

柱
芯

柱
芯

柱芯

面積表

玄関キャノピー平面図　1/50

多目的駐車場キャノピー平面図　1/50

A-07
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（仮称）石動コミュニティプラザ RC造 ２階建 

工事名

図面名称

年月日

縮尺

設計者 検図 製図 設計番号

図面番号一級建築士　登録第145481号

大鋸谷　良一

株式会社 中川建築設計事務所
本社　住所　　〒933-0041　富山県高岡市城東２丁目１番２７号
　　　　　　　ＴＥＬ　0766-21-1060　　ＦＡＸ　0766-21-1371
管理建築士　　一級建築士　登録第１４５４８１号　大鋸谷　良一

A1　1：50
A3　1：100

↓

2階壁面

玄関
入口

庇
先

端

3,
00
0

風除室

B

A

玄関キャノピー平面図　1/50

縁石（別途工事）

35
0

Ｄ

↓

2階壁面

玄関
入口

庇
先

端

風除室

B

A

VP200φ

Ｄ

庇先端

1

3

2

35
0

1 3

庇先端

VP80φ

鉄骨柱根巻き
コンクリート打ち

AE塗装

既設
塩ビ枡
300φ

誘導ブロック（別途工事）

庇
先

端

庇先端

玄関キャノピー屋根平面図　1/50

2

VP
10
0φ

新設
塩ビ枡
200φ

道路側溝
へ接続

A-08

GL鋼板ｔ0.3ジョイナー

庇
先

端
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角波カラーＧＬ鋼板ｔ0.4ビス止め

幕板　カラーGL鋼板ｔ0.8加工

幕板　カラーGL鋼板ｔ0.8加工

6,
00
0

3,000

6,000

1,5001,500

1,
50
0

4,
50
0

3,
00
0

9,
00
0

1,
55
0

6,
00
0

3,000

6,000

1,5001,500

1,
50
0

4,
50
0

3,
00
0

1,
55
0

1,
55
0

9,
10
0

1,
55
0

9,
10
0

9,
00
0

玄関キャノピー平面図・屋根平面図

（仮称）石動コミュニティプラザ RC造 ２階建 



工事名

図面名称

年月日

縮尺

設計者 検図 製図 設計番号

図面番号一級建築士　登録第145481号

大鋸谷　良一

株式会社 中川建築設計事務所
本社　住所　　〒933-0041　富山県高岡市城東２丁目１番２７号
　　　　　　　ＴＥＬ　0766-21-1060　　ＦＡＸ　0766-21-1371
管理建築士　　一級建築士　登録第１４５４８１号　大鋸谷　良一

A1　1：50
A3　1：100

4,
00
0

37
0

3,
66
0

BA

鉄骨柱　亜鉛メッキ

DP塗装

Ｄ

CL

1,500 1,265

玄関キャノピー断面詳細図　1/20

3,
60
0

棟水切りカラーGL鋼板ｔ0.4

10
0

（周囲GL鋼板加工ジョイナー）

鉄骨柱根巻き
コンクリート打ち

AE塗装

3,
45
0

2,
25
0

塩ビ角樋120×150
樋受けブラケット
L-30×30×6＠300

幕板　カラーGL鋼板ｔ0.8加工
カラーGL鋼板ジョイナー

はぜ締め折板Ｈ90・Ｗ600・ｔ0.8
裏面不燃断熱材ｔ5.0 （雪止め付き）

角波カラーＧＬ鋼板ｔ0.4ビス止め

着色塩ビ管80φ

鉄骨柱　亜鉛メッキ

DP塗装

コンクリート舗装（別途工事）

４

12

3

4,
00
0

37
0

3,
66
0

Ｄ B A

鉄骨柱　亜鉛メッキ

DP塗装

123

1/50玄関キャノピー北側立面図

2

1/50玄関キャノピー東側立面図

5,
50
0

1/50玄関キャノピー東側立面図

1/50玄関キャノピー西側立面図

135 100

A-09

斜めケラバ板カラーGL鋼板ｔ0.8加工

斜めケラバ板カラーGL鋼板ｔ0.8加工

幕板　カラーGL鋼板ｔ0.8加工
（捨て笠木ｔ0.4）

幕板　カラーGL鋼板ｔ0.8加工
（捨て笠木ｔ0.4）

小口面戸・水切り面戸

200
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6,000
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玄関キャノピー断面図・立面図
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工事名

図面名称

年月日

縮尺

設計者 検図 製図 設計番号

図面番号一級建築士　登録第145481号

大鋸谷　良一

株式会社 中川建築設計事務所
本社　住所　　〒933-0041　富山県高岡市城東２丁目１番２７号
　　　　　　　ＴＥＬ　0766-21-1060　　ＦＡＸ　0766-21-1371
管理建築士　　一級建築士　登録第１４５４８１号　大鋸谷　良一

A11：50.20
A31：100.40

4,
00

0

≒
45

0

多目的駐車場立面図　1/50

多目的駐車場立面図　1/50

はぜ締め折板Ｗ600　ｔ0.8
裏面不燃断熱材ｔ5.0

カラーＧＬ鋼板ｔ0.4

ケラバ隠しカバー

多目的駐車場キャノピー平面図　1/50
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小矢部市民交流プラザキャノピー建築工事

洗い場

Ｄ

１ ２ ３

鉄骨柱根巻き
コンクリート打ち

AE塗装

塩ビ軒樋W120

3,
45

0

▽水上

△水下

▽水上

≒
3,

00
0

小口隠しカバー

カラーＧＬ鋼板ｔ0.4

15
0

1,
10

0

アスファルト舗装（別途工事）

GL

BA

18
0

鉄骨柱　亜鉛メッキ

DP塗装

DP塗装鉄骨梁　

9
0水切り面戸

着色塩ビ雨樋80φ
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はぜ締め折板Ｈ90・Ｗ600・ｔ0.8
裏面不燃断熱材ｔ5.0

多目的駐車場上屋断面詳細図　1/20
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B

A

１ ２

鉄骨柱根巻き
コンクリート打ち

AE塗装

ケラバ板 ＰGL
-2

00
0（

配
管

上
端

）

雨水
150

地盤改良180ｋｇ/ｍ3

350
300

190
930

230

3,
60
0

150 600

150 600

コミュニテー外壁芯

コミュニテー外壁芯

折板先端

折板先端

18034
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排水管着色塩ビ管VP100φ

3,
45

0

750

10
0

4,750

1,000

3,
45

0

3,000

2,
85
0

75
0

4,
00
0

3,
00
0

1,
00
0

11,000

多目的駐車場キャノピー平面図・断面図・立面図



工事名

図面名称

年月日

縮尺

設計者 検図 製図 設計番号

図面番号

株式会社 中川建築設計事務所
本社　住所　　〒933-0041　富山県高岡市城東２丁目１番２７号
　　　　　　　ＴＥＬ　0766-21-1060　　ＦＡＸ　0766-21-1371
管理建築士　　一級建築士　登録第１４５４８１号　大鋸谷　良一

一級建築士　登録第201985号

　　　　　　　　宮西　俊昭　　　 S-01

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

３．地　盤

適用は ■ 印を記入する。

１．建 築 物 の 構 造 内 容

５．鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 工 事 ６．鉄 骨 工 事

増築計画

構造種別

構造種別

（2）

（3）

（4）

（6）

（7）

（8）

（9）

階　　数

屋上付属物

付帯工事

特別な荷重

（1）

□ 増改築

□ 壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）

□ 門塀

建築場所

□ 煙　突

□ 広告塔

□ 擁壁 □ 煙突

工事名称

□ 木造（Ｗ）

□ 有 ■ 無

□ 倉庫積載床用     kN/㎡

□ 鉄筋コンクリート造（ＲＣ）

□ 鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）

□ プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）

□ 壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）

（10） その他

床用，小梁用 地震用 備　考ラーメン用名称

積載荷重表

（1）

（2）

（3）

□

□ ボーリング調査　　

□ 土質試験　　　　　

□ 静的貫入試験　　　

□ 物理探査　　　　　

□ 標準貫入試験　　　

□ 平板載荷試験　　　

（調査予定　 □無）□ 有　□ 無 

■ 有 ■ ボーリング調査　 □ スウェーデン式サウンディング試験　

地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状、を変更

□ 水平地盤反力係数の試験

（■敷地内　□近隣）　

地盤調査資料

地盤調査計画 　　センターの技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を

　　一回の測定ごとに撮影した写真（カラー）を保管し承認を得る。測定検査の回数は、通常

　　の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３

　　回行い、その平均値を試験値とする。

　　一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。

　　の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コン

　　クリート圧送技士または同等以上の技能を有するものが従事すること。なお、打ち込み継

　　または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。また、打

■　フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究

■　構造体コンクリート現場の圧縮強度試験供試体（ＪＡＳＳ５Ｔ－603）は、現場水中養生、

■　ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコンクリート

　　続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が25℃未満の場合は150分、25℃以上の場合

　　１回当りの供試体の数量　（標準養生）　■ １週用 ３本　　■ ４週用 ３本

■　コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関してはＪＡＳＳ５による。

■　セメントは、ＪＩＳ Ｒ5210の普通ポルトランドセメントを標準とする。

■　調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

■　寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、

　　養生、管理方法等必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

　　は120分以内とする。

　　　　　　　　　　　　　　（現場養生）　■ １週用 ３本　　■ ４週用 ３本

　　　　　　　　　　　　　　（現場養生）　■ 型枠用 ３本　　■ 建方用 ３本

　　込み量が150ｍ3をこえる場合は150ｍ3ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。

（2）

（3）

■　鉄筋はＪＩＳ Ｇ3112の規格品を標準とする。

■　材料　　 合板厚 12mmを標準とする。

　　（壁式鉄筋コンクリート造は除く）

　　筋コンクリート構造配筋標準図（1）（2）」による。

■　鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄

　　接協会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

　　超えるときは、200箇所ごと）に１回行い、１回の試験は３本以上とする。

■　Ｄ19未満は、すべて重ね継手とする。継手（Ｄ19以上）をガス圧接とする場合は、日本圧

■　ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと（200箇所を

■　柱の帯筋（ＨＯＯＰ）の加工方法は、 □Ｗ型（溶接型）　■Ｈ型（タガ型）　

□Ｓ型（スパイラル型）とする。

　　外観検査　■有　□無、　引張試験　□有　■無、　超音波探傷試験　■有　□無

■　型枠在置期間

□　ラス型枠を使用する場合は専門業者による施工とし、業者の選定には監理者の承認を得ること。

■　ラス型枠は原則不可とする。

圧縮強度

設計基準強度の

早強ポルト早強ポルト 普通ポルト普通ポルト早強ポルト普通ポルト

Ａ種

Ａ種

早強ポルト

種類

部
位

支　柱せ き 板

基礎、はり側、柱、壁 スラブ下、はり下 スラブ下 はり下

ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント

シリカセメント

Ａ種

高炉セメント

シリカセメント

Ａ種

高炉セメント

Ａ種

Ａ種

シリカセメント 高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

普通ポルト

ランドセメント

５ ℃ ～ １ ５ ℃

５ ℃ 未 満

コンクリートの
設計基準強度の50％

高炉セメント

在
置
期
間
の

平
均
気
温

セ
メ
ン
ト
の
種
類

80% 100%

１ ５ ℃ 以 上 2

3

5

3

5

8

4

6

10

6

10

16

8

12

15

17

25

28

28

28

28

50 kg/cm2

コンクリート （1） 鉄骨工事は指示のない限り下記による

■　日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨工事技術指針」

■　鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

（2） 工事監理者の承認を必要とするもの

■　製作工場 ■　製作要領書 ■　工作図 ■　施工計画書

■　材料規格証明書または試験成績書

■ 高力ボルト ■ 特殊ボルト

■　国土交通大臣による認定工場

■　社内検査表　　　　　　　

■　鋼材

□□　　　　　　　　　　　　

□

（3） 工事監理者に検査報告連絡し指示を受けるもの

■　組立・開先検査 ■　製品検査 ■　建方検査■　現寸検査

（4） 接合部の溶接は下記によること

■　日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

■　鉄骨造建築物の溶接工事に関する指導指針（建築構造設計指針第12章）

（5） 溶接及び接合部を検査し工事監理者に報告すること

■　溶接及び接合部の検査報告

検 査 箇 所 検 査 方 法
検査率または検査数

社　内 第三者
備　　考

□

□

超音波探傷試験

外観（目視）検査

マクロ試験・その他 個 個 個

注）現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと。

　　金外径２倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け等を用いて除去した後、屋

工事監理者

　　外に自然放置して発生した、赤さび状態ですべり係数が0.45以上確保できるものを標準と

（6） 防錆塗料

■　高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順序は部材

■　防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分と

■　高力ボルトは「ＪＩＳ Ｂ1186の高力ボルト」を標準とする。摩擦面の処理は黒皮などを座

第三者検査機関

第三者検査機関とは、工事施工者が受入れ検査を代行させるために自ら契約

した検査会社をいう。

100 ％

100 ％ 30 ％

　　する。錆止めペイントは、ＪＩＳ Ｋ5674、２回塗りを標準とする。

ＣＩＷ認定検査会社によること

■ 突合せ溶接部

　　し目視により検査を行う。

　　が十分密着するよう注意して行う。また、締付けは原則として２度締めとする。

　　締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行なわれているか検査する。

（1）

鉄　筋

型　枠

注）１　片持ばり、庇、スパン 9.0ｍ以上のはり下は、工事監理者の指示による。

注）２　大梁の支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。

注）３　支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）４　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注）５　支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。

　　　　一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

注）６　上記以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。

（6） 屋根、床、壁

（5） ボルト

高力ボルトすべり係数試験　 

□ d=13  

□ d=22    呼び長さ　

□ 100  □ 120

□ 130  □ 150

□ 要　 ■ 否

□ 100  

□ M16

■ 高力ボルト

□ d=19  □  80  

■ M12　　■ 中ボルト

■ アンカーボルト

□ スタッドボルト

□ 普通、Ｆ10Ｔ ■ 特殊、Ｓ10Ｔ 認定品

□ d=16    呼び長さ　 □ 80  

図示による

鋼　　材

種　　類 使用箇所 現場溶接 備　　考
（4） 鉄　骨

□有　■無

□有　■無

□有　■無

□有　■無

■ SSC400

■ SS400

（2） コンクリートブロック（ＣＢ）

厚　□ Ａ種　　 □ 150　　□ 190□ Ｂ種　　 □ Ｃ種　　　　 □ 100　　□ 120　　

種　　類 径 使用箇所 継手工法

溶接金網 　（　　　　　　　　　）

異形鉄筋

（3） 鉄　筋

D10～D16

D19 以上

□ SD295B

■ SD345

■ 重ね継手

■ ガス圧接継手

■ SD295A

□ 特殊継手□

□

２．使 用 構 造 材 料

（1） コンクリート

スランプcm種適 用 箇 所 類 設計基準強度 Fc=N/mm2

1518

備　　考

ー

コ
ン
ク
リ　

ト

の
材
令
日

□

□ スタッドボルト

構　造　設　計　標　準　仕　様　書

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監督員に報告すること。

□ ボイドスラブ

普通

梁

ダイアフラム

□ BCP325

捨コンクリ－ト

□ メッキ高力ボルト　Ｆ8Ｔ 認定品

■ SN490C

富山県小矢部市城山町地内

●

８．その他

７．設備関係

●

●

（4） ボーリング標準貫入値、土質構成

する場合もある

杭　　種 材　　料 施工法 備　　考

　コンクリート杭

□打ち込み

□手掘

□機械掘

拡底杭

年　　月　　日

第　　　　　　号

日本建築センター認定

鉄　筋

□Ｈ鋼

□打ち込み　

杭仕様　　

試験掘　（

（1）　直接基礎

載荷試験　

□ ベタ基礎 試験掘　　□ 布基礎

（2）　杭基礎

基礎下地盤改良

□リバースサーキュレーション

□アースドリル □ミニアース

□ＢＨ □深礎

□載荷　　本）

材鋼

ＰＨＣ（ □Ａ種 

□Ｂ種 

□Ｂ種 

ＣＰＲＣ（ □Ⅱ種 □ＰＣ

JP-NPH（

試験杭　（ □有　

４．地 業 工 事

□ＰＨＣ □Ｃ種）

□Ｃ種）

□埋込み

土間下地盤改良

□鋼管 □ STK400 □ STK490 □回転貫入鋼管杭工法

□場所打ち コンクリート Fc=  N/mm2

セメント量　   kg/m3

主筋　

HOOP  

□オールケーシング □拡底杭

□無）　（

杭の継手（

杭径（㎜） 支持力（kN） 杭の長さ（ｍ） 特記事項ｾｯﾄ数 杭頭補強

　　ただし、ロックウール吹付けを施工する箇所については錆止め塗装は行わないこととする。

30 ％

30 ％

 0 ％

□ 改築

屋　根

設備機器の架台及び基礎については工事監督員の承諾を得ること。

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は工事監督員の承諾を得ること。

建築物における建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

（令１２９条の２の４の事項　　※設計が該当する場合には、□にチェックを入れる。）

　※「給湯設備」：建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当する

　　ものを除いたもの。

□法第２０条第一号から第三合までの建築物に設ける屋上水槽等にあっては、平成１２年度建設省告示

　第１３８９号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

□煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の

　場合は鉄製の支持を設けたものを除き、９０ｃｍ以下とすること。

□煙突で屋内にある部分は鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５ｃｍ以上とした鉄筋コンク

　リート造又は厚さ２５ｃｍ以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブ

　ロック造とすること。

□屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するもの（以下「屋上水槽等」という。）は、

　支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は建築物の構造耐力上主要な部分に

　緊結すること。

（■Ｍ16、■Ｍ20、□Ｍ22　□Ｍ24）

（□Ｍ12、□Ｍ16、□Ｍ20、□Ｍ22）

□ 鋼　板　　　　　　厚

□ デッキプレート　　厚

□ SN490B □ SN400B

■ STK400 ■ STKR400

□ BCR295 □有　□無

□ TMCP325

21普通 18梁基 礎基礎 、

□ ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

□ 消化栓水槽    kN/㎡

□ キュービクル 　 kN □ 室外機  台   kN

□ 水槽    kN □ 自家発電設備    kN 

□有　　■無　

■ 独立基礎

深さＧＬ- 1.4ｍ 長期許容支持力度 80kN/㎡

■有（浅層地盤改良 180㎏/m3）　深さＧＬ- 2.0ｍ

□有　■無 （　ヶ所）

□有　■無 （　ヶ所）

□ＰＲＣ　

□節杭　

□Ⅰ種 □Ⅲ種）

□Ａ種 □ﾌﾟﾚﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ（拡大）根固め

□ 施工計画書承認 □ 杭施工結果報告書

□無溶接）　

□有　 □無）　（　 本）

杭工事用 浅層地盤改良（□有　□無）　

□

□

□

□建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれが

　ないものとすること。

□建築物に設ける給水、排水その他の配管設備（給湯設備を除く）は、

　　□風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

　　□建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等

　　　有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

　　□管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は

　　　可僥継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

　　□管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の

　　　震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

□給湯設備は風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とする

　こと。満水時の質量が１５ｋｇを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として

　、平成１２年度建設省告示第１３８８号第５に規定する構造方法によること。

　　同じ錆止めペイントを使用し２回塗りとする。

■　現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行ない、塗装は工場塗装と

□ ホイスト  　 kN□ リフト　　kN

土　質
標準貫入試験

10 20 30 40 6050

16

17

 8

11

11

 9

12

12

39

 8

 7

10

5

4

3

2

8

7

6

9

10

12

11

1

0

0.90

2.90

8.50

シルト質
粘土

礫混じり
粘土

盛土

深　度

浅層改良

▽
設計G.L

2
.
0
5
 
m

○支持地盤、地層

○備考

○孔内水位 ＧＬ-２.０ｍ

○位置図

○小矢部市城山町地内

Ｎ 値

□ 補強コンクリートブロック造（ＣＢ） ■ 鉄骨造（Ｓ）

（5）

１ 階

A1　1/   
A3　1/   

主要用途　　

柱、折版受

折版受

□ 金属断熱パネル　　H =

■ 折　版 H=90　　 　厚 0.8
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□ 新築 ■ 増築

最深積雪量　1.75ｍ3,700 3,700 1,850



工事名

図面名称

年月日

縮尺

設計者 検図 製図 設計番号

図面番号

株式会社 中川建築設計事務所
本社　住所　　〒933-0041　富山県高岡市城東２丁目１番２７号
　　　　　　　ＴＥＬ　0766-21-1060　　ＦＡＸ　0766-21-1371
管理建築士　　一級建築士　登録第１４５４８１号　大鋸谷　良一

一級建築士　登録第201985号

　　　　　　　　宮西　俊昭　　　

（杭の芯ずれがあった場合、地中梁の再検討を行ない地中梁配筋増加で対処する）

 　   　　 改定により標準かぶり厚さは10mm増し。
20d　（両側） 40d　（片側） ※　一般のあばら筋と同様のものを2本束ねる

かぶり厚さ  　   （ 5）（  ）内は仕上げがある場合。
ィ の拡大図梁

幅 　   （ 4）軽量コンクリートの場合は、 10mm増しの値とする。

e≦Ｄ /6          を受けて 40mmとすることができる。 柱 8
d e＞Ｄ /6ハ
ン

チ

※
2
-
D

 　   （ 3）コンクリートの品質および施工方法に応じ、工事監理者の承認

          40mmとすることができる。

 　  （ 2）耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて Ｄィ  6d 
          30mmとすることができる。 4

0
0

[注 ] （ 1）耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて
 6～ 8 

1
0
06 070基　　礎　  ・  　擁　　壁 1（ 4）  2-D　※土に接する部分 8

dかぶり厚さ
4050柱・梁・床スラブ・耐力壁 L

2（ 4）
 6d 2

0
d
以

上

2
0
d
以

上

4 050擁　　　　　　　　　　壁 L
1D:1500を超える場合 Ｄ（ 3） 又は同サイズ２本 Ｄハンチ梁幅ハンチ

耐  　力 　壁  帯筋より１サイズ太く40 　（30）50屋　　外
（1）（ 2）

は　　　　り
　 　　加工要領図　　　　　　　　　　　　 　加工要領図3040屋　　内土に接しない部分 柱 1

0
0

ついても最小かぶり厚さを確保する。 余長4d （4）　水平ハンチの場合のあばら筋　　（5）　せいの高い梁のあばら筋非　耐　力　壁 30（ 20）40屋　　外
（ 1）かぶり厚さが部分的に減少する箇所に 床　ス　ラ　ブ フック無しフック付

30（ 20）屋　　内  6d 屋  根  ス  ラ  ブひびわれ誘発目地部など鉄筋の （半固定として行政指導されることもあるので留意すること）（2）　杭 基 礎 15dベース下の施工を慎重にする（ mm）（mm）
（4）　かぶり厚さ 部　　　　　　位(単位 :mm) 150以上

bab最小かぶり厚さ設計かぶり厚さ  主筋  ee
 30～ 50

300以下約 0.5Ｌ 1a≧ 400 1.5Ｌ 1以上
主筋間隔の1.5倍かつ45゜ Ｄ L

1d bの範囲

H
O
O
P
 
@
1
5
0

（6）　二段筋の保持（5）　絞り 主筋 地
中

梁

主 筋間隔は 200以上
地中梁上端筋a＝Ｄ 1＋2dの範囲

注 2.　1 の鉄筋は2-D13かつ、2本の一段太い鉄筋とするベース筋捨フープＬ 1Ｌ1
圧接継手

Ｄ 1 注 1.　1.5Dの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし@100以下とする重ね継手（下図のいずれかとする）

 30～ 50 
B.PL下端（1）　直接基礎1.2d以上 柱Ｄ柱Ｄ

か
つ

２
Ｄ

以
上

H
O
O
P
 
@
1
0
0

d /4以下 地中梁上端筋

4
0
d
以

上

θ ＞ 80゜
125以上 

HOOP 2-D13以上
　４．基　礎d/5以下1.4d以上dd

θ
鉄骨柱Ｄ

L
2ジベル）による、おさまりに注意する

3mm以下ガス圧接形状 1
.
5
Ｄ

圧 接面圧接面圧接面  125以上  
地中梁の主筋、スタットボルト（スダッドφ

杭間隔は2×φかつφ＋1000以上

（3）　小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋5. 鉄筋径の差が7mmを超える場合は、圧接としてはならない 鉄骨柱Ｄ 1
.
5
Ｄ

100以上とする
4. D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない

主筋のかぶりは
上端筋継手範囲下端筋継手範囲継手範囲3. 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

PL2 L
2上 端筋

Pへりあき 200以上 L
2L 22. 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

P

φ P

1. 末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない P

フラットバー @3000

P

継　手 スペーサー P

1
0
0
以

上

L
2 15dL115d

SD345 35d フックつき30d フックつき
L218　  以下

15cm 以上15d フックつき 45d または L
210d又は重ね継手 40dSD295B

余
盛

コ
ン

ク
リ

ー
ト

L210d かつ  30d フックつき25d フックつき 25d または  HOOP筋の継手は片側溶接

杭
主

筋
4
0
d

2 1 ～  24SD295A 40d または 

8
0
0
～

1
0
0
0

4 5d フックつき45d フックつき18　  以下 ○柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一　　○柱幅と斜材幅が異なる　　　　○柱脚で斜材となる
フックつきSR235 25d フックつき

（4）　斜め柱・斜め梁15cm 20d20d
35d フックつき21 ～  24 L2

斫り部分

重
ね

継
手

lo/4lo/2lo/4 　   　交互とする
スラブ小梁 4

5
d

（N／mm2） lo（Ｌ1） 注 3.　フックおよび継手の位置は、一般　（Ｌ2） 内  端  部外  端  部基準強度の範囲
下端筋　（Ｌ3）鉄筋の種類 重ね継手の長さ 　   　主筋の位置をさける Ｌは 50d以上かつ 30㎝以上とする場合、上向きとすることができるｸﾘｰﾄの設計 （2）　布基礎、べた基礎の場合（定着、継手） 特別の定着及び 杭頭処理

※上端主筋の定着は、やむを得ない 注 2.　Ｗ型で現場溶接をする場合は 目 型定着の長さ普通、軽量ｺﾝ 6d

（2）　現場打ちコンクリート杭
注 1.　第一帯筋は、梁づらに入れるＬ 2Ｌ 2ＬＣ

（3）　鉄筋の定着及び重ね継手の長さ 8
d

D10-@150HOOP
D29～ D38

8d以上 12d28φ～32φ  
10-D168-D1610-D138-D136-D13補　強　筋  第一帯筋　SD295B　SR235　

D19～ D25 Ｌ 1
上記以外の鉄筋Ｒ 6d以上 日　型19φ～25φ    P1600φ 500φ 450φ 400φ 300φ、350φ杭　　　径　SD295A　SD345　 両面溶接5d以上  〃

d D16　　 6d  〃 lは片面溶接 10d　　以下
4d  〃Ｌ

2

16φ  　　
2d2d  〃4d以上

D19　　スパイラル筋   〃 l5d
　　以上Ｒ 　SD295B　SR235　 （継手範囲）   〃Ｌ

2

Ｌ 219φ  　　 15d15d
  〃あ ば ら 筋 φφ
  〃D16　　 コンクリート止め板 150　SD295A　SD345　 lo/4lo/2lo/43d以上　　以下   〃 L帯 筋d 口　型16φ  　　   〃lo1

.
5
φ

設
計
ピ
ッ
チ
以
下

内  端 部外  端  部   P1基礎下端内のり寸法（R）区分 φ鉄筋の種類図  150以下
鉄筋の折り曲げ鉄筋の径による （1）　独立基礎、杭基礎の場合（定着、継手）   〃

12d
  〃45゜1

5
0（2）　鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度90゜以下  150以下l 1 35゜1
0
0

） （
10d以上Ｌ

2

12d
基礎下端 　５．地中梁  第一帯筋Ｌ

2

 ※片持スラブ上端筋の先端
SD345のD16以下は、3d以上、D19以上は4d以上 Ｄ

）（3-D16
 5d以上HOOP@150HOOP@150 15d6d

折曲げ内法寸法Ｒは、SR235は3d以上、SD295A、SD295B、
イ Ｈ型（タガ型）　ロ Ｗ型（溶接型）　ハ Ｓ型（スパイラル型）　配筋は同厚の壁リストにならう

l＞φの場合は工事監理者の指示による補強筋
Ｈ≦500は※印筋は不用とする （3）　帯　筋W1の三角壁厚さは、200以上又は地中梁幅とし、8d以上（※4d以上）6d以上（※ 4d以上）4d以上鉄筋の余長 但し l≦φの場合

150以上L1
余
長

Ｌ 1 梁
幅

8
d
以

上

余長 所定より低く止まった場合所定の位置に止まった場合

余
長

図 Ｒ ＲＲ （1）　ＰＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う ※印筋はＤ10-@200とするキャップタイd
45゜～ 60゜ h

o
/
2
+
1
5
d

圧接継手 重ね継手 キャップタイにのみ用いる 300ddd
 打ち込むＴ形およびＬ形梁の

　３．杭 の末端部またはスラブと同時に h
o90゜135゜180゜折曲げ角度  折曲げ角度 90゜はスラブ筋・壁筋

※
500＜Ｈ≦ 1000 Ｈ ※

（1）　鉄筋末端部の折曲げの形状
※

f.その他、本配筋標準に記載する箇所 Ｌ
2

Ｌ
2 h
o
/
4

h
o
/
4

標
準

1
0
0
0

e.単純梁の下端筋 L
2※※※ 4

0
0
以

上

　２．鉄筋加工、かぶり Ｌ 2
d.柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）

梁 Ｌ
1a.丸鋼　b.あばら筋、帯筋　c.煙突の鉄筋 

h
o
/
2

h
o
/
2

STP＝あばら筋　HOOP＝帯筋　S.HOOP＝補強帯筋　φ＝直径又は丸鋼 h
o 4
0
0
以

上

（6）　鉄筋のフック （ a～ fに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける）
（4）　基礎接合部の補強

@＝間隔　r＝半径　Ｌ＝中心線　l0＝部材間の内法距離　h0＝部材間の内法高さＣ L
2dあきddoあきdo

d＝異形棒鋼の呼び名に用いた数値 丸鋼では径  D＝部材の成  R＝直径
4.　埋め戻し土のある場合は40を70とする丸　鋼異形鉄筋 h

o
/
4

h
o
/
4

Ｌ 2 7
0（2）　記号　

間隔間隔 3.　2 の鉄筋はD13以上柱

≧
1
5
d

h
o
/
2
+
1
5
d
 
L
2

h
o粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25以上（1）　構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。 2.　1 の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

4
0丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上 末端にはフックが必要
　　但し上筋と下筋を読みかえる

Ｌ
2
o
r
Ｌ

3

1（5）　鉄筋のあき　１．一般事項 1.　耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならうa

（2）　柱主筋の定着（1）　柱主筋の継手

ハンチを付けた場合（a≦3）鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 配 筋 標 準 図 （１）
　６．柱（3）　べた基礎

40d フックつき

40d または 

40d または 

30

図の　印の鉄筋の重ね継手の

とする

末端部の添巻は1.5巻以上

Ｌは中間部 50dかつ300以上

 応力に対して必要な定着長さが

 並びにはりのせいが小さく設計

 鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄筋

 不足する箇所に付ける

L
2

梁
Ｄ

柱
Ｄ

 aa

4d
 a

 a

 a
 6φ -@1000 

4d

 6φ -@1000 

 a

a=1.5×（呼び名の数値）

S-02A1　1/   
A3　1/   
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鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）



工事名

図面名称

年月日

縮尺

設計者 検図 製図 設計番号

図面番号

株式会社 中川建築設計事務所
本社　住所　　〒933-0041　富山県高岡市城東２丁目１番２７号
　　　　　　　ＴＥＬ　0766-21-1060　　ＦＡＸ　0766-21-1371
管理建築士　　一級建築士　登録第１４５４８１号　大鋸谷　良一

一級建築士　登録第201985号

　　　　　　　　宮西　俊昭　　　

L2 L2

h
o

h

L
1

t

L
1

L2 L2

t

4
0
0
 
以

上

控壁の場合 t 以上

控柱の場合

2
5
0
 
以

上

250 以上

コンクリートブロック塀

4
0
0
 
以

上

150 以上

400 以上

4
0
0
 
以

上

400+150 以上

1
0
0
以

下
L
2

H
L
1

Ｄ L2

t

Ｗ

120以上

H
1
0
0
以

下

L
2

L
1 φ φ φ

2
5
0
以

上
2
5
0
以

上

2φ 2φ

45ﾟ

L2

Ｄφ

L2

L2

（φ1+φ2）×3/2以上

φ1 φ2D

lo/4

lo

lo/4

D
/
3

L2 L2

L2

L2

L
2

L
2

L2

1,000

1,000

L2

L2

L
2

1
5
0
程

度

L2かつ柱中心線を超える

a300 Ｄ

3
0
0

a

L
2
か

つ
中

心
線

を
超

え
る

150程度

L
2

L
2

a
L
2

L2

L2

L
2

10dかつ150以上

15d

15d

l
x
/
4

l
y

l
x
/
4

lx/4lx/4

lx

L2 75～100 60柱幅

L2

Ｄ

1
5
0
以

上

L
2
+
5
d

L2

L2+5d

lo

20d

lo/4 15d

L
2
+
5
d

15d 15d

20d

lo/6

1/2B1/2B

B

lo

20d

lo/4

l

15d 2lo/3 L1

lo

lo/4 lo/2 lo/4

L1

L
1

L1

L1

L1

2L1

Lx

L
1

L
x
/
2

L
y

L
x
/
2

Lx

L
1

L1

L2

L
y

Lx/2

Lx/2

L3

L1

L1Lx/2

l

H

2Ｄ

H

2Ｄ

1200x600以下
L1

Ｄ
以

下
Ｄ

以
下

Ｄ
Ｄ

L1
2Ｄ

L1

500 500

2Ｄ

Ｄ
Ｄ

6d

8
d6d

4
d

lo

6d

8
d

8
d

6d

4
d

4d
Ｄ

4
d

600

300 50

D
D

250

2
0
0

3
0
0

a

300 a
300 a

Ｂ

ｂ 間仕切壁との交叉部

 D13 
（８）　打継ぎ補強

・設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2L1以上

・無筋部分D10-@200　長さ800以上

（ダメ孔打継面について）

D13-200@ダブル

D10-150@

（７）　釜場

2-D16

L1

ハッチ部分は増打コンクリートを示す。 ・印は補強筋

a 及び a≦200

※

※柱と同径、同ピッチとする。

※

ハッチ部分の面積Ａ・

補強縦筋＝ Ａ × 0.8 ％

A＜500

3-D16 4-D16

500≦ A＜1000 1000≦ A＜1500

6-D16

増打するときは事前に設計者、

及び工事監理者と打合せのこと（ ）

※
※

φ＞250

孔補強の有効範囲と

定着長さの取り方

部分について計算で

確認された場合は下

記の位置、寸法によ

らなくて良い。

　読みかえる

・梁幅が 400 を超える場合は

　補強筋で D13 は D16 又は、

　2-D13 は 3-D13 と、各々

※

コーナー 1-D13

D10-@400 

D10-@400 

2-D10 

Ｔ型基礎の場合

コーナー 1-D13

D10-@400 

注） 1）ho≦ 25tかつ3500以下とする。但し直行方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く

     2） hはコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、200≦h≦400

1）塀の地盤面からの高さが 1.60m を越える場合は控壁、控柱

   を設ける。但し、端部は高さに関係なく設けること。

Ｌ型基礎の場合

（１）　柱

 １０．柱、梁増打コンクリート補強

 D10

 D10@400

   　 3）継手部は必ずモルタルをてん充すること

注

主筋：1-D16

HOOP:D10@200

フック付き

D10-@400 

コーナー 1-D13

D13

D10-@400

D10-@600

 D13 

コンクリートブロック帳壁

（４）　コンクリートブロック

D13 （但し、H＞800以下の場合、

設計図による）

D10-@200ダブル

D10-@150ダブル

D13

D10-@200

tは階高の1/100程度

パラペット

（２）　鉄筋標準配筋

　80＜φ≦100

　折　筋　2-（2-Ｄ13）

　100＜φ≦150 　150＜φ≦250

　折　筋　2-（2-Ｄ13）

　縦　筋　ＳＴ2-Ｄ13-100@

　横　筋　2-（2-Ｄ13）

　斜　筋　4-（2-Ｄ 13）

　縦　筋　ＳＴ2-Ｄ13-100@

　横　筋　2-（2-Ｄ 13）

　　縦筋　ＳＴ2-Ｄ13
　上

　下

貫通孔が連続して間隔等が取れない

場合は設計者又は工事監理者と打合

せのこと。

但しφ≦D/3とする

　縦　筋　ＳＴ2-Ｄ13

2-D13

ダブル配筋

 柱に定着はシングル配筋とする

Ｗ≦Ｄ/6かつ10㎝

（２）　スリット部

（３）　手摺、パラペット

D13

シングル配筋

（設計図に記入のあるとき）

スリット部の鉄筋の被り厚さは

厚さ以上とする。

（4）被り厚さの表、最小被り

手摺

D13

D13

柱

2-D13

 d 壁と壁 （平面図）

 D13 

スラブに上端筋がある場合 スラブに上端筋がない場合

受筋 D10 

イ は壁配筋と同じ

 c 床に　（非耐力壁とスラブが取り合う場合）

縦筋は、柱面に

一本目を配置する。

受筋 D10 

 １１． 梁貫通孔補強

（１）　設置可能範囲

梁端部（スパンl/10以内かつ2D以内）は避ける

□　下記仕様による

■　下記仕様によらず、日本建築センター評定品（リンブレン工法等）とする

 望ましい範囲

 D13 

 D13 

イ

イ

幅止め筋

（２）　梁

 補強筋  あばら補強筋
 補強筋

 
あ

ば
ら

補
強

筋

 D10 

 補強筋

 b 柱に（平面図）

 ９． 壁

（１）　定着

横筋の配筋は上下端とも

梁、又は床面に一段目を

配置する。

 a 梁に

 D13 

Ｌ=鉄筋コンクリート構造配筋

　 標準図（1）の2-（3）による。

肩筋D13以上

C

C

B

A

A

A

 ｂ 一般床スラブ

C

 ８． 床　板

（１）　定着および継手

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 配 筋 標 準 図 （２）

 ａ  片持床スラブ

D13

C

A

L2

1
0
d
以

上

　 l=1500 とし、上端筋の下に配筋する

b ※の個所（入隅）は各階補強する

 出隅部分の補強筋

 一般床版配力筋

 出隅部 

※

（２）　屋根スラブの補強

 標準継手位置 

　　　Ｂ　　　

　　　Ｂ　　　

　Α　Ｃ　　　 短辺・長辺方向

短 辺 方 向

長 辺 方 向

上端筋 

下端筋 

継手位置は原則として下表による。

 25d 

 バーサポート 

柱幅が大きい場合

※

柱幅が大きくて、直線部だけで

L2がとれる場合でも柱中心線を

こえて中間折曲げテール長 150

以上又は180°フック付とする

※

フック付

ＣＬ

L2

ＣＬ

L2+5d

折曲げ起点は中心線をこえる

ことを原則とする

 最 上 階

L2

つりあげ筋

（梁主筋を折り曲げるとき）

ＣＬ

L2

 最 上 階

 斜めでもよい 

L2

 斜めでもよい 

 下向きでもよい 

平　面

25d

正 

面

先端 端部

25d

片
持

梁
筋

折
り

下
げ

正　面

補強あばら筋は小梁主筋側

に必ず入れること。

連続端

（ ）

あばら筋

を入れる

平面

L2

（３）　片持ちスラブ出隅部補強

θ=45°
1．補強の配筋は特記による。特記がなければ

（４）　床板開口部の補強

 　D10-100@ ダブルとする。

2．出すみ受け部（ハッチ部分）の配筋は特記による。

周囲補強筋

斜め補強筋

（出隅部分補強配筋）

（開口の径 500 以上の場合）

L
3

補
強

筋
の

定
着

出隅部分の補強筋

注 Lx≧Lyとする

（出隅受け部配筋）

 D13 

出隅受け部

注 Lx≧Lyとする

注）　設備の小開口が連続してあく場合

　　　によって切られる鉄筋と同じ鉄筋

　　　を開口をさけて補強する。

　　　は縦、横、斜補強筋とは別に開口

 D13 

 D13 

孔と孔のへりあき100以上

（５）　床板段差

 　床板厚さＤ

　200＜Ｄ≦300

　150＜Ｄ≦200

　　 　Ｄ≦150

　 周 囲 　 斜 め

 　各2-Ｄ13　

 　各2-Ｄ13　  　各2-Ｄ13　

 　各2-Ｄ19　

 　各1-Ｄ13　

 　各2-Ｄ16　

端部
D13

端部

 は継手の好ま

しい位置

 つりあげ筋 

ＣＬ

（３）　あばら筋、腹筋、幅止めの配置

印は幅止め筋

第一あばら筋は柱面より配筋する

つり上げ筋は、一般のあばら筋より、1サイズ太い

鉄筋か、又は、同サイズを2本巻きとする
中央

（ｲ）　原則として a のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で b 、

　 　　両側床版付（Ｔ型）梁で c 又は b とすることができる。

（ﾛ）　フックの位置は a にあっては交互、 b 似合ってはスラブ側とする。

1
8
0
゜

曲
げ

SRCの場合

腹 筋

 幅止め筋 

　　　　　　　Ｄ＜600 不要

　600≦Ｄ＜900　　2-Ｄ10（9φ）1段

　900≦Ｄ＜1200 　4-Ｄ 10（9φ）2段

　1200≦Ｄ　　  　Ｄ10（9φ）@300以内

　Ｄ10（9φ）@1000以内で割り付ける

腹筋

幅止め筋

（６）　土間コンクリート

ａ 軽作業の土間

 D10-@200 

 折曲 D10-@200 

D13

D
≦

H
≦

2
D

2-D16

D
≦

H
≦

2
D

D10-@150

L1

D16

中央
D16

L1

L1

 D16 
L1

 フック付き

 フック付き

a b c d e

a 補強筋は各 3-D13 又はスラブ主筋の同一径で

（４）　あばら筋の型

（５）　幅止め筋の本数、加工

（２）　大梁主筋の継手

 ｃ 片持梁の定着

 ｂ 小梁の定着

 ａ 大梁

（１）　定着

 ７． 大梁、小梁、片持梁
・補強筋は、梁主筋の1段落し径（D16

　以上）とする。

・あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ

・腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合せる。

・D≧400の場合は補強筋を3本とする。

・aは100～200程度。

・梁下端増打コンクリートの場合も上端

　増打コンクリート補強と同様とする。

・ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

・ハッチ部分の面積Ａ・

・補強筋＝ Ａ × 0.4 ％

　とする。

S-03A1　1/   
A3　1/   
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鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）



工事名

図面名称

年月日

縮尺

設計者 検図 製図 設計番号

図面番号

株式会社 中川建築設計事務所
本社　住所　　〒933-0041　富山県高岡市城東２丁目１番２７号
　　　　　　　ＴＥＬ　0766-21-1060　　ＦＡＸ　0766-21-1371
管理建築士　　一級建築士　登録第１４５４８１号　大鋸谷　良一

一級建築士　登録第201985号

　　　　　　　　宮西　俊昭　　　

アーク手溶接 （ＭＣ）

仮付位置

下向　Ｆ 立向　Ｖ 横向　Ｈ 上向　Ｏ

仮付溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

（ｅ）

材質は母材と同質材料とする

励行し、部材に確認マークをつける

をいためない様に、養生を行なう

コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと

一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない

ガス抜き

①

スカーラップ部分は

回し溶接する

の角のＲに接しないこと

Ａ Ａ 断面

あたらぬこと

エンドタイプが互に

内ダイヤフラム

内ダイヤフラムの場合は柱

柱が途中で折れる場合

及梁成が異なる場合

平面詳細断面図Ａ Ａ

①
①

①

①

①

①

①

回し溶接する

スカーラップ部分は

①

①

①

①

①

①

①

①

①

①

内ダイヤ フラム

（通しダイヤフラムの場合）

（注）ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長

４

４

７

７

７

４

①

②

（使用箇所に注意）

（平継手　Ｔ形継手）

③

Ｋ形の場合

④

⑤

⑥

⑦

⑧

の溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする

○溶接記号番号を○中に記入のこと

t/4

t/4≦f≦10㎜

t/4≦f≦10㎜

1
5
0
以

下

80以
下

1
0
0
以

上

φ＝20

20以上

2
0
以

上

20以上かつ

（ロ）裏あて金

（ニ）裏はつり

Ⅳ）母材より１０㎜程度残し切断して、グラインダー仕上げとする

（ホ）現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部

（ハ）スカーラップ　半径は３０～３５㎜とする

規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を

Ｄ１≧t/3

t≦t1

（ａ）構造設計仕様による

（ｂ）適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが４０㎜以下のものとする

（ｃ）社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する

（ｂ）鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

高張力鋼のひずみきょう正は、冷間きょう正とする（ｃ）

（ａ）本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

（ａ）溶接工

溶接工は施工する溶接に適応するJISZ3801（手溶接）又はＪＩＳＺ３８４１（半自動溶接）

（ｂ）溶接機器

（イ）交流アーク溶接機３００Ａ～５００Ａ

（ロ）アークエヤーガウジング機600A（直流）

（ハ）溶接棒乾燥器

（ニ）炭酸ガスアーク半自動溶接機

（ホ）溶接電流を測定する電流計

（ヘ）サプマージドアーク溶接機１式

（ｃ）溶接方法

（ｄ）溶接姿勢

ノンガスシールドアーク溶接（ＮＧＣ）

ガスシールドアーク溶接（ＧＣ）

アークエアーガウジング（ＡＡＧ）

（イ）仮付溶接工は、原則として本工事に従事する者が行う

（ロ）突合せ溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

（イ）エンドタブ

Ⅱ）エンドタブを取り付ける

（ｆ）溶接施工

(1)スミ肉溶接

(2)部分溶け込み溶接

(3)突合せ溶接

(4)フレアー溶接

Ⅰ）突合せ溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の

　　エンドタブの長さは、ＭＣ：３５㎜以上

　　ＮＧＣ、ＧＣ：４０㎜以上とし特記のない場合は、溶接終了後、

Ⅲ）エンドタブの材質は、母材と同質又は、同質以外の

　　エンドタブを設ける。

「鉄骨工事施工要領書」（ａ）鉄骨製作及び施工に先立ってを提出し工事監督員の承認を得る

　　プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して工事監督

　　員の承認を得る

　　場合は、工事監督員承認をうける。

（Sa)10

（単位㎜）

開先面裏はつり側にする。

仮付溶接

エンドタブ

35㎜以上

かつ2t以上

ｔ

＝１５０但し梁成がＤ　　　　㎜未満の場合の
スカーラップはｒ＝２０㎜とする

スカーラップ

Ｒ＝１０ｍｍ

Ｒ＝３０～３５ｍｍ

　フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする

２２

１６

１３

９ ７

８

９

１０

１１

１２

４

１９

８

７

６

５

２５

寸法（㎜）

Ｂ Ｓφ

Ｂ プレート

ｔ

Ｓ

　9㎜～ 16㎜は１パス以上、19㎜以上は２パス以上とする

　溶接棒角度θは30゜～ 40°とする

4.5
θφ

ｆ

≦Ｒ ２ ｔ

ｆ

Ｔ形突合せ継手余盛

２

３

４

のど厚　㎜ｔ 余盛の高さ㎜

１

ｔ

溶接姿勢 Ｆ．Ｖ

平継手で板厚が異なるとき

ａ

（裏はつり後溶接）

　両側に補強すみ肉溶接を付加する

削り面

（裏はつり後溶接）

Ｆ．Ｖ溶接姿勢

ｔ

ｔ２

ｆ

≦Ｒ ２

θ

Ｌ Ｌ

ＭＣ　ＮＧＣ ＧＣ

Ｆ．Ｖ

９

θ Ｇ ｔ１ Ｌ

６

９

６

９

９

５

５

８ ９

θ Ｇ ｔ１ Ｌ

６ ６

９

９

５

５

８

６

溶接姿勢

ｔ㎜

１２≦ｔ≦１９

ｔ＞１９

６＜ｔ＜１２

．内はＧＣでＦＨの場合）

　両側に補強すみ肉溶接を付加する

（ＡＡＧ

t/4≦f≦10㎜
θ=45゜ (55゜ )

θ=60゜

2t/3

t/3

t≦ 4

4＜ t≦12

12＜t≦ 19

t＞ 19

t≧ 19㎜

a＞ 4㎜の場合I≦ f≦ 4㎜の場合

θ=45゜

G=0～ 2

t1

5
1

G=0～ 2

t2

6＜ t＜ 19㎜

45゜ 45゜

45゜35゜

35゜ 35゜

25mm以上

Ｇ

t1

t
ｆ＝ｔ／４

ｆ

≦Ｒ

G=0～ 2

Ｇ

Ｌ

ｆ

ｔ

　補強すみ肉溶接を付加する 溶接姿勢

６

９

９

６

９

６

９

６

９

８

８

６

６６６

５

５

８

Ｌ θ ＬＧＧθ

Ｆ．Ｖ

ＧＣＭＣＮＧＣ

15㎜以上

Ｒ≦２

t1

t1 t1t㎜

16≦ｔ

6≦ｔ＜12

12≦ｔ＜ 16

45゜

35゜

35゜

45゜

45゜

35゜

ｆ

ｆ

ｔ≦Ｒ ２

　両側に補強すみ肉溶接を付加する ＡＡＧ

θ

G=0～ 2（裏はつり後裏溶接）

Ｆ．Ｖ

ｔ

溶接姿勢

6＜ t＜ 19㎜

溶接姿勢 Ｆ．Ｖ

ｔ

　両側に補強すみ肉溶接を付加する

t＞16㎜

ｔ１

ｔ

ＳＳ

D1

G=0

θ =60゜θ＝60゜

D1

Ｓ

ｔ

６Ｓ １３１２９

　但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする

　ｔはt1、 t2の小なる方とする

　余盛は(1+0.1S)㎜以下とする

t≦ 16㎜

7以下 8～10 11～ 13 14～ 16

t2

ＳＳ t1

θ =45゜

①

鉄骨構造標準図(1)

２．溶接基準図

、 型、

●Ｂ．Ｈ方式

●ＢＯＸ型

●

１．一般事項

(1)材料及び検査

(2)工作一般

(4)溶接接合

(3)高力ボルト接合

(5)塗装

良 仮付不良仮付不良 良

※全周すみ肉溶接又は突合せ（裏あて金付）

①
④

④

④

①

Ａ Ａ

※

※

※

①
④

①

①

④
①

断面図Ａ Ａ

※

※

※

※

平面詳細

S-04

フランジが柱のＲに
θｔ

大梁が斜めの場合

側板に注意のこと

は溶接と添板の内

接しないこと

④

ｔ＞柱フランジのプレート厚

θ＝75 ～゚105゜

内ダイヤフラム

A1　1/   
A3　1/   

鉄骨構造標準図（1）
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工事名

図面名称

年月日

縮尺

設計者 検図 製図 設計番号

図面番号

株式会社 中川建築設計事務所
本社　住所　　〒933-0041　富山県高岡市城東２丁目１番２７号
　　　　　　　ＴＥＬ　0766-21-1060　　ＦＡＸ　0766-21-1371
管理建築士　　一級建築士　登録第１４５４８１号　大鋸谷　良一

一級建築士　登録第201985号

　　　　　　　　宮西　俊昭　　　 S-05

鉄骨構造標準図（２）
デッキプレート （床剛性を考慮する合成床、合成梁、屋根用のときは構造図、標準図参照）

梁との溶接およびコネクター

アークスポット溶接
≒@200１６φ

φ

1

1

1

1

1

1
1

リブプレート補強

プレート補強（片面又は両面） パイプとプレート補強（片面）

φ

φ

計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくて良い。

φ≦

梁貫通補強

2 φ

2
φ

10 10

10 10

以内かつ 以内）は避ける。

D

0.4D

梁端部（スパンの /10 2D

既製品面戸（鉄板） 折曲加工

補足受材スラブ端部の補足材

L 形鋼

1

1
50-400

e
1

1

梁上切断の場合 鉄板 ）あて板（ あて板（ 非金属 ）

e ≧

1

水平ブレース

35

50-400

50-400

L-50x50x6@ 

50-400

600≦

以下600

以下300

6

1
50-200

PL-1.6

PL-6x50

PL-3.2PL-1.6

50

50 30

e

ee ee

ee
㎜

受梁へのかかり寸法および端部処理

梁上通しの場合

e

その他

パイプ補強（小径の場合）

径N-部　　材符　号

(b) 形鋼ブレース

PL-(1)

(2)
が確保されていれば形状は自由でよい

羽子板とカセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断 （ 接合とする
注) e1､e 2(1)

(a)

）支圧

鉄筋ブレース(5)

中

又は２種高力ボルト

M12 M16 M20 M20M22

2111111

M16 M20

JIS B 1186

JIS B 1180 8g 10. 9

(F10T)

S

許容差
R

+0.-0.5 ㎜

調整ねじの長さ

ねじの呼び (d)

切板製

はしあき e1(2)

取付ボルト穴径

へりあき

板厚

軸径 1d

最小 ）（

最小

ねじの呼び

種　　　類

本　　　数

取付ボルト

(2)

最　　　小

最　　　大

）（

M12 M14 M16 M18 M20 M22 M24

18.33 20.33 21.99

18.11 20.11 21.77

21.5 23.5 21.5

50 55 50

34 38 38

9 9 9

32.5 37.5 37.5

9 9 9

66 73 70

40 50 55 60 75 85 85

150 165 175

e(1) 2

10.81 12.65 14.65 16.33

10.64 12.46 14.46 16.11

13 17 17 21.5

35 40 45 50

28 34

6 9

19 25 25 32.5

4.5 6 6 9

47 52 59 66

115 125 140100

22 28

4.5 6

平鋼製

最小 ）

ト穴心のあき

ボルト端から取付ボル

最小（

（溶接長さ

へりあき
）

板厚

最小（
e

t

2

e 3

t

）

(1)

羽子板ボルト

･･･JIS5540･･･1982/5541･5542･･･1983)(JIS 規格品とする

(7)

(9)

一般部

継手部

Ｍ１３中ボルト
3060

3030
6030 10

形鋼ブレース

S

d

R R

e

ee

7

1

1
長さ

S
7

P

d

長さ

羽子板ボルト

1
d

t

1
d

@6
00

N

≒

FB-65x9 中ボルト M16

15

30ﾟ

21

e 1

3

PL-(1)

PL-6

山型棟部 角型鋼管現場溶接部

２，母屋、胴縁

20

T2 > T1

L
（特記による）

PL-16

2PL-12

35
40

40

１０以上

２５以上

Ｍ１３中ボルト
6030 30

その他の接合部(6)

T1T2

1

1

31

又は

(8)

リブプレート

ハンチ起点は避けた方がよい

≧1 ㎜

(4) ハンチ部の継手

ハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図による

フランジ及ウエブ厚の差のある場合

Ft2
Wt2

Ft1-

Wt1-

Ft1

Ft1

Wt1 Wt2

Ft2

Ft2

フィラプレート併用のこと

M20

M20

M20

M20

M20

M20

6

6

6

6

6

6

4

4

4

4

5

120

120

120

120

120

120

12

12

12

16

16

12

12

12

12

16

16

9

9

9

9

9

9

320

320

350

440

60

80

80

90

90

90

120

12

9

260

4 350

440

M20 105 9 9 93

M20 4 3 90 9 9 6 20060

部　　材 ボ
ル
ト

径

ボルト

本数
ゲージ

g1 g2

FPL1 FPL2

厚ﾌﾗﾝｼﾞ

ﾌﾗﾝｼﾞ

ｳｪﾌﾞ

ｳｪﾌﾞ

添　板 添　板

厚 厚

WPL WPL

h

備　考

M16

M16

M16 4 2

75

75

12

9 9

6

6

170

170

90

90

4 2 60 60

9 9

1406

4 2

4 26090

M22 6 7 12 1260

M20

M20

M20

M22

M16

M16

4 2 6090

4 105 60

1409

1409 9 92

120

9

9 9

6

66

6

3

3

60

12

200

200

3

150 12

12

9

9150

60

12 260

10 4

150

90

16 350

8

150 90 16 12

8 5 150 90 16 16 12 440

M22 8 5 12 12 9 32060

M22

M22

8 7 150

150

60

60

16 44012 9

919 19 56010 9

M22

共通事項

55

65

フランジ添板幅

FPL2FPL1
フランジ

幅

100

45

ボルト

列

125

150

175

295

70

95

105

フランジ添板長さ（Ｌ）

径

ボルト ボルト

列 ４本 ６本 ８本 １０本 １２本

285

285

285

405

405

405

525

525

525

525

435

435 615

615

シングル

シングル

シングル

ダブル

ダブル

Ｍ１６

Ｍ２０

Ｍ２２

フランジボルト本数

200

250

FPL1 FPL1

e1

g2

g2

e1

h

FPL2 FPL2

WPL

5

WPL

（３）　剛接合梁リスト

e1 e1

5

e1e1e1

p p p

L

5

e1e1
L

g1

e2

e2

40

40

e1e1
45 4545 45

45 45
e1

p

g1

p
p
e1

e1 p
p
e1

1 1 1

10 10 103540 40 6035 40 70 40

3. 継手規準図、その他

e1 e1 e1

ピッチ

)(

40

50

55

60

(P)

㎜

60

標　準最　小

70

80

80

(e)

45

22

26

28

30

35

35

35

の標準(2)(3)

(1)

［注］

ボルトピッチ P )( 、ボルト穴径・最小縁端距離

呼　び

穴　径

ボルト 最　小　縁　端　距　離

引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離(1)

M16

M20

M22

M24

40 28

50

55

60

34

38

44

(1) (2) (3)

18.0

22.0

24.0

26.0

ピン接合梁継手リスト(2)
並列打ち横打ち

せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離(3)

(2)

 H-294x200x8x12

 H-340x250x9x14

 H-390x300x10x16

 H-440x300x11x18

 H-582x300x12x17

 H-588x300x12x20

 H-700x300x13x24

 H-488x300x11x18

 H-400x200x8x13

 H-446x199x8x12

 H-450x200x9x14

 H-496x199x9x14

 H-350x175x7x11

 H-300x150x6.5x9

 H-250x125x6x9

 H-248x124x5x8

 H-200x100x5.5x8

 H-500x200x10x16

 H-596x199x10x15

 H-600x200x11x17

 H-194x150x6x9

 H-244x175x7x11

シングル

シングル

シングル

シングル

シングル

シングル

チドリ

 H-446x199x8x12

 H-496x199x9x14

 H-596x199x10x15

 H-600x200x11x17

 H-400x200x8x13

 H-450x200x9x14

 H-500x200x10x16

 H-294x200x8x12

 H-340x250x9x14

 H-582x300x12x17

 H-588x300x12x20

 H-194x150x6x9

 H-244x175x7x11

 H-440x300x11x18

 H-488x300x11x18

 H-390x300x10x16

 H-396x199x7x11

 H-346x174x6x9

 H-350x175x7x11

 H-300x150x6.5x9

 H-298x149x5.5x8

 H-200x100x5.5x8

 H-248x124x5x8

 H-250x125x6x9

 H-150x75x5x7

 H-250x250x9x14

 H-300x300x10x15

 H-175x175x7.5x11

 H-200x200x8x12

 H-100x100x6x8

 H-125x125x6.5x9

 H-150x150x7x10

M20

M22

M22

5 12

12

12

12

12

4

M20

M20

M20

M22

2

2

2

2

2

3

6

9

9

9

横打ち

横打ち

123

横打ち

M20

12

M22

M22

7

7

6

M16

M16 9

M20

M20

M20

M20

M20

6

6

6

12

12

12

128

5 9

横打ち

M16

M16

M20

M20

M20

M20

M20

M20

3

5

6

6

6

9

9

9

9

9

6

6

2

2

M16

M16

M20

9

9

2

3

3

4

4

3M16

4

4

M20

M20

M20

M16 2

3

6

9

9

9

2

4

 H-100x50x5x7

 H-125x60x6x8 M16

M16 2

2

6

6 横打ち

横打ち

部　　材 ボルト径 本　数 ＧＰＬ厚 備　考

250

300

150

100

125

175

200

フランヂチドリ

フランヂチドリ

フランヂチドリ

フランヂチドリ

フランヂチドリ

フランヂチドリ

e

t

R
e1

e1

e
2

3

H-175x90x5x8

A1　1/   
A3　1/   

鉄骨構造標準図（2）
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A

A A

A A
A

■

tc

tc/4

hf

Lu
La

Lx

bc

Hc

7
t

35
°

d1d2

tw

d

taBa

Ba

s m

C1

t
D

C1

t
D

C2

mi

ti

s

Ls

di

2.ベースプレート 6.施工管理

⑨モルタル

⑧セットアンカー

⑦セットフレーム

A-A

4本ボルトタイプ
A-A

8本ボルトタイプ

2-3.円形鋼管との溶接要領
許容範囲内にあることを確認する。

施工は、施工マニュアルに準じて行い、施工後｢チェックシート｣により、

30mm～50mm

Lxは、使用する主筋呼径の10倍以上とする。

基礎梁上面か
フーチング上端

基礎立上り高さ（hf）は250mm以下とする。

柱形の配筋が、標準の場合
5-6.（コンクリート打設前検査）

5-5.（配筋・型枠）

5-10.（充てん型枠脱型・廃棄）

ベースモルタルの充てん

5-9.ナットの緩み確認

5-8.（鉄骨建方・アンカーボルトの本締）

5-7.（コンクリート打設）

4本ボルトタイプ 8本ボルトタイプ

アンカーボルト据付図

ゲージプレート ゲージプレート

裏当て金

鋼管外面

下面 溶接肉盛り下面 溶接肉盛り

ベースプレートは

に準じる。

建築工事標準仕様書 JASS 6鉄骨工事｣

溶接施工に関しては、｢日本建築学会；溶接施工

◆注意◆

3-2.ナット

強度区分：　JIS B 1052 8

種　　類：　1種六角ナット　JIS B 1181

3-5.定着板

3-4.丸座金

材質：一般構造用圧延鋼材  SS400

※1　柱材は、指定JIS規格品または大臣認定品とする。

柱形の幅（bc）を拡げた場合、検討が必要。

主筋、帯筋の径・本数は、標準柱形の場合を示す。

主筋頂部のフックは、設けないことを標準とする。

M30 2446

m呼び径 s

19M24 36

M36 2955

3465

3875

M42

M48

M30 28.946

M36 33.655

39.265

45.775

M42

M48

2.0

2.0

2.3

2.3

7

8

9

10

C2 3158

d2品番 d1

25C1 52

C3 3768

4378

5090

C4

C5

12

tw

9

16

19

19

P2 3265

d品番 Ba

26P1 50

P3 3875

4485

5095

P4

P5

12

ta

9

16

19

22

材質：一般構造用圧延鋼材  SS400

柱脚記号
柱　　　部（標準）

帯　筋
採用

Lx主　筋bcHcLaLu

定着板

品番

丸座金

品番品番

ボルト
アンカー

tdhC2C1D品番

ベースプレート適用柱サイズ

柱材  の基準強度（N/mm ）
235 325

2
タイプ

ボルト

CC191 4本 　φ190.7 × ≦ 8.2

4本

CC261 4本

CC262 4本

CC311 4本

CC312 8本

CC361 8本

CC362 8本

C2528 280 200 42 25 A21

A31

A41

A32

C3232 320 220 50 32

410C4041

C3641 410

280

290

58

50

40

36

C4044 440 320 58 40

C3648 480 390 50 36

C3647 470 360 50 36210

C3652 520 230400 58 36

CC411 8本 C4053 530 440 50 40290

CC412 8本 A42C4056 560 440 58 40270

CC413 8本

C4561

580 460 66 45270

CC461

CC462

CC463

CC511

CC512

CC513

CC561

CC562

CC563

8本

8本

8本

8本

8本

8本

8本

8本

8本

C5064

C6077

C4570

C5073

C7086

C4558

C4058

C4564

C5062

580 480 58 40310

640 490 58 45320

620 500 66 50310

610 510 58 45340

640 530 66 50340

770 590 66 60400

700 560 58 45390

730 570 66 50380

860 690 66 70500

A43

A43

A43

A51

A52

A52

A53

CC211 　φ216.3× ≦12.7

　φ267.4× ≦12.7

　φ267.4× ≦16.0

　φ318.5× ≦12.7

　φ318.5× ≦16.0

　φ355.6× ≦12.7

　φ355.6× ≦16.0

φ400×≦12.0,φ406.4×≦12.7

φ400×≦16.0,φ406.4×≦16.0

φ400×≦19.0,φ406.4×≦19.0

φ450×≦12.0,φ457.2×≦12.7

φ450×≦16.0,φ457.2×≦16.0

φ450×≦19.0,φ457.2×≦19.0

φ500×≦12.0,φ508.0×≦12.7

φ500×≦16.0,φ508.0×≦16.0

φ500×≦22.0,φ508.0×≦22.0

φ550×≦12.0,φ558.8×≦12.7

φ550×≦16.0,φ558.8×≦16.0

φ550×≦22.0,φ558.8×≦22.0

*

*

*

*

　φ318.5× ≦ 9.0

　φ318.5× ≦12.7

　φ355.6× ≦ 9.0

　φ355.6× ≦12.7

φ400×≦ 9.0,φ406.4×≦ 9.0

φ400×≦12.0,φ406.4×≦12.7

*

φ450×≦ 9.0,φ457.2×≦ 9.0

φ450×≦12.0,φ457.2×≦12.7

*

φ500×≦ 9.0,φ508.0×≦ 9.0

φ500×≦12.0,φ508.0×≦12.7

φ500×≦16.0,φ508.0×≦16.0

φ550×≦ 9.0,φ558.8×≦ 9.0

φ550×≦12.0,φ558.8×≦12.7

φ550×≦16.0,φ558.8×≦16.0

240

A31

A41

A32

A41

A32

A51

A43

A53

C2

C3

C4

C3

C3

C4

C4

C4

C4

C4

C5

C5

C5

C5

C4

C3

C3

C5

C4

C5

P2

P3

P4

P3

P3

P4

P4

P4

P4

P4

P5

P5

P5

P5

P4

P3

P3

P5

P4

P5

500以上 8-D19 D13@150

550以上 12-D19

550以上 12-D19

600以上 16-D19

600以上 16-D19

600以上 16-D22

600以上 16-D22

600以上 20-D22

155

175

155

440

480

490

490

480

600以上 16-D22155 490

700以上 20-D25175 580

800以上 20-D25195 670

175

175

195

195

195

195

800以上 20-D22680

800以上 20-D22680

800以上

800以上670

850以上720

720

D13@100820

850以上

950以上

20-D25

20-D25

24-D25

24-D25

20-D25

24-D25

28-D25

250

155

175

135 400

155 440

175 480

175 680

175 800以上680

195 820 950以上

250

250

250

220

250

250

250

250

250

220

220

220

220

220

190

190

190

190

190

C2527 270 190 36 25 A1 C1 P1 500以上 8-D19 D13@150125 410 190CC161 4本 　φ165.2× ≦ 7.1 *

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

1050～1260

920～1230

890～1120

960～1230

850～1230

830～980

820～1120

830～1120

800～980

780～1120

770～1120

760～870

720～840

700～840

670～840

630～750

600～750

580～650

500～650

470～530

470～530

"中心マーク"のある面が上面（鋼管取付面）

"溶接突起"のある面が下面（底面）

A-A

ベースプレート

溶接例

平成２８年１１月作成適用柱材
〒５５０-０００１   大阪市西区土佐堀１丁目４番１１号（金鳥土佐堀ビル２Ｆ）

基準強度(N/㎜ )
２３５

2

φ１６５．２～
φ５５８.８用

TEL  ０３-５２５１-５５４５   FAX  ０３-５２５１-５２２６

TEL  ０６-６４４９-０８８１   FAX  ０６-６４４９-０８７７

〒１０５-０００４   東京都港区新橋２丁目１３番６号（中井ビル３Ｆ）

5.施工

5-4.アンカーボルト据付

5-3.（墨出し）

5-1.施工打ち合わせ

5-2.（捨てコンクリートの打設）
中心Vカット

中心Vカット

３２５

⑦

⑧

捨てコンクリート 捨てコンクリート

⑦

⑧

建築構造用圧延鋼材：SN490B 　　（ベースプレートの板厚が40mm以下の場合）

建築構造用認定鋼板：TMCP325B （ベースプレートの板厚が40mmを超える場合）

2-1.材質

2-2.形状と寸法

8-φdh孔

上面

中心マーク

4-φdh孔

上面

中心マーク

材質：　JIS G3131 SPHC

di呼び径 s

22.5M24 36

ti

1.6

mi

5

3.0M24A1

4.0A32 M36

22.0 595 100

725 130

A43 9454.5M42 145

ISB740C ISB740E

－

33.15 33.0

38.92 38.8

1015

1115

5.0M48 160

5.0M48 160

A52

A53

45.0 45.0

45.0 45.0

A21

A31

A41

A42

A51

3.5M30 28.0 605 115

4.0M36 33.15 675 130

4.5M42 38.92 745 145

8454.5M42 145

33.0

38.8

38.92 38.8

5.0M48 45.0 45.0 965 160

28.0

ISベース(CCシリーズ) 柱脚工法設計・施工標準図

1.構造概要 4.コンクリート柱形

⑥定　着　板

②

③
円形鋼管

④
⑨

ベースモルタル厚

4-3.基礎立上りがある場合4-2.形状・配筋

4-1.使用材料

鉄　　　　筋：  SD295A （D16以下に適用）

コンクリート：  Fc＝21N/mm　以上
2

SD345  （D19以上に適用）

国土交通大臣認定番号　MBLT-0116（平成26年1月30日）,MBLT-0144（平成27年2月12日）,MBLT-0150（平成27年7月27日）,MBLT-0151（平成27年7月27日）

一般財団法人　日本建築センター 鋼構造評定委員会評定　　 BCJ評定－ST0112-05　（平成28年1月26日）

円形鋼管

②

③④
⑨

④丸　座　金

⑤六角リング

①アンカーボルト

③一種ナット（シングルナット）

②ベースプレート

土間コンクリート等で被覆

されない場合は、緩み止め

を行う。①

⑤
⑥

①

⑤
⑥

db

L

3.アンカーボルト・ナット・六角リング・丸座金・定着板

8本ボルトタイプ4本ボルトタイプ

3-1.アンカーボルト

材料：ＩＳベース専用材（ISB740C,ISB740E）

3-3.六角リング
品番 ピッチ呼び径

db
L Ls

Ls

■

工事名

図面名称

年月日

縮尺

設計者 検図 製図 設計番号

図面番号

株式会社 中川建築設計事務所
本社　住所　　〒933-0041　富山県高岡市城東２丁目１番２７号
　　　　　　　ＴＥＬ　0766-21-1060　　ＦＡＸ　0766-21-1371
管理建築士　　一級建築士　登録第１４５４８１号　大鋸谷　良一

一級建築士　登録第201985号

　　　　　　　　宮西　俊昭　　　 S-06A1　1/   
A3　1/   

18034小矢部市民交流プラザキャノピー建築工事

ISベース　柱脚工法設計・施工標準図（１）



工事名

図面名称

年月日

縮尺

設計者 検図 製図 設計番号

図面番号

株式会社 中川建築設計事務所
本社　住所　　〒933-0041　富山県高岡市城東２丁目１番２７号
　　　　　　　ＴＥＬ　0766-21-1060　　ＦＡＸ　0766-21-1371
管理建築士　　一級建築士　登録第１４５４８１号　大鋸谷　良一

一級建築士　登録第201985号

　　　　　　　　宮西　俊昭　　　

t
D

C1

t
D

7
t

tc

35
°

tc/4

Lu
La

Lx

bc

Hc

d2 d1

tw

mi

ti
di

s

d

taBa

Ba

L

Ls

3-2.ナット

強度区分：　JIS B 1052  8（M48以下）

種　　類：　1種六角ナット　JIS B 1181
材質：一般構造用圧延鋼材  SS400 （P1～P5）

3-5.定着板

3-4.丸座金

材質：一般構造用圧延鋼材  SS400

SM490A（P6～PA）
強度区分：　JIS B 1052 10（M52以上）

ISベース(CEシリーズ) 柱脚工法設計・施工標準図 平成２８年１１月作成適用柱材
φ１６５．２～
φ５５８．８用

〒５５０-０００１   大阪市西区土佐堀１丁目４番１１号（金鳥土佐堀ビル２Ｆ）

TEL  ０３-５２５１-５５４５   FAX  ０３-５２５１-５２２６

TEL  ０６-６４４９-０８８１   FAX  ０６-６４４９-０８７７

〒１０５-０００４   東京都港区新橋２丁目１３番６号（中井ビル３Ｆ）
一般財団法人　日本建築センター 鋼構造評定委員会評定　　 BCJ評定－ST0112-05　（平成28年1月26日）

1.構造概要

2.ベースプレート

4.コンクリート柱形 5.施工

6.施工管理

①アンカーボルト

⑨モルタル

⑧セットアンカー

⑦セットフレーム

⑥定　着　板

④丸　座　金

③一種ナット（シングルナット）

②ベースプレート

土間コンクリート等で被覆

されない場合は、緩み止め

を行う。

⑤六角リング

◆注意◆

溶接施工 溶接施工に関しては、｢日本建築学会；

建築工事標準仕様書 JASS 6鉄骨工事｣

に準じる。

ベースプレートは

許容範囲内にあることを確認する。

施工は、施工マニュアルに準じて行い、施工後｢チェックシート｣により、

※1　柱材は、指定JIS規格品または大臣認定品とする。

ベースモルタル厚

30mm～50mm

Lxは、使用する主筋呼径の10倍以上とする。

柱形の幅（bc）を拡げた場合、検討が必要。

主筋、帯筋の径・本数は、標準柱形の場合を示す。

主筋頂部のフックは、設けないことを標準とする。

基礎梁上面か
フーチング上端

4-3.基礎立上りがある場合

基礎立上り高さ（hf）は250mm以下とする。

柱形の配筋が、標準の場合
5-6.（コンクリート打設前検査）

5-5.（配筋・型枠）

5-4.アンカーボルト据付

5-3.（墨出し）

5-1.施工打ち合わせ

5-2.（捨てコンクリートの打設）

5-10.（充てん型枠脱型・廃棄）

ベースモルタルの充てん

5-9.ナットの緩み確認

5-8.（鉄骨建方・アンカーボルトの本締）

5-7.（コンクリート打設）

4-2.形状・配筋

基準強度(N/㎜ )
２３５

2

３２５

国土交通大臣認定番号　MBLT-0116（平成26年1月30日）,MBLT-0144（平成27年2月12日）,MBLT-0150（平成27年7月27日）,MBLT-0151（平成27年7月27日）,MBLT-0164（平成28年1月25日）

4-1.使用材料

鉄　　　　筋：  SD295A （D16以下に適用）

コンクリート：  Fc N/mm　以上 （柱脚サイズごとのコンクリード強度Fcは下表参照）
2

SD345（D19以上に適用）

柱脚記号
ボルト 適用柱サイズ ベースプレート 柱　　　部

帯　筋主　筋bcHcLaLu品番品番品番tdhC2C1D品番適用板厚鋼管サイズ径タイプ
採用

ボルト 丸座金 定着板

Fc

アンカー

（最小～最大）

※1

C8083

C6579

C6075

C5571

C5068

C7577

C6575

C6071

C5568

C5065

C7071

C6067

C5564

C4059

C4055

C6564

C6061

C5057

C4054

C4049

C6057

C5053

C4551

C4046

C3644

C5050

C4548

C4043

C3642

C3640

C4540

C3638

C3636

C4034

C3633

C2531

C3631

C2529

340

9～36

6.4～36

φ550

φ558.8

9～36

6.4～36

φ500

φ508.0

9～36

6.4～36

φ450

φ457.2

9～25

6.4～25

φ400

φ406.4

9～25

6～25

φ350

φ355.6

6～16φ267.4

9～25

6～25

φ300

φ318.5

6～16φ216.3

6～16φ190.7

M68

M60

M52

M48

M42

M64

M60

M52

M48

M42

M60

M52

M48

M36

M42

M52

M48

M42

M36

M42

M48

M42

M36

M42

M36

M42

M36

M42

M36

M30

M42

M36

M30

M36

M30

M24

M30

M24

CE565

CE563

CE564

CE561

CE562

CE514

CE515

CE512

CE513

CE465

CE511

CE463

CE464

CE461

CE462

CE414

CE415

CE412

CE413

CE365

CE411

CE363

CE364

CE361

CE362

CE314

CE315

CE312

CE313

CE263

CE311

CE261

CE262

CE212

CE213

CE192

CE211

21

6～11M24

32-D291260 ～ 1600PACAAA1 1150以上950 D16@100275370 8088650830

32-D291040 ～ 1260P8C8A81 1000以上850 D13@100255370 6580630790

28-D29980 ～ 1260P6C6A61 900以上750235380 6070610750

28-D29930 ～ 1260P5C5A51 800以上670195390 5566580710

28-D25900 ～ 1260P4C4A43 800以上680175400 5058570680

28-D291150 ～ 1260

28-D291030 ～ 1260

28-D29940 ～ 1260

28-D25900 ～ 1260

24-D25850 ～ 1230

32-D251030 ～ 1260

28-D25900 ～ 1260

24-D25900 ～ 1230

24-D22790 ～ 840

20-D22760 ～ 840

28-D25900 ～ 1260

24-D25900 ～ 1230

20-D25790 ～ 840

20-D22750 ～ 840

16-D22720 ～ 840

24-D22910 ～ 1070

24-D22760 ～ 840

20-D22720 ～ 840

16-D22690 ～ 840

16-D22670 ～ 790

24-D22760 ～ 840

20-D22690 ～ 840

20-D19650 ～ 840

16-D19640 ～ 750

16-D19620 ～ 750

16-D19620 ～ 750

16-D19600 ～ 750

12-D19580 ～ 650

16-D19560 ～ 750

12-D19550 ～ 650

8-D19520 ～ 530

12-D19530 ～ 650

8-D19

8-D19

500 ～ 530

P5

P5

P4

P3

P4

P4

P2

C5

C5

C4

C3

C4

C4

C2

A52

A52

A42

A32

A42

A42

A22

720 D13@100850以上

720 D13@100850以上

580 700以上

195

195

175

490155 600以上

580175 700以上

580

480

175

135

700以上

600以上

290 6066480610

250 6066440570

4058350460

3650340440

220 5058390500

4058320430

3642310400

CE161

CE191

P9

P8

C9

C8

A91

A81

1100以上

1000以上

900

850

265

255

330 7584600770

330 6580590750

P6

P5

P4

C6

C5

C4

A61

A52

A44

900以上

850以上

900以上

750

720

780

235

195

175

6070570710

360 5566550680

360 5058530650

P8

P6

P5

C8

C6

C5

A81

A61

A52

1000以上

900以上

850以上

850

750

720

255

235

195

290 7080550710

300 6070530670

320 5566510640

P1C1A1 410125 500以上2536230310

P1C1A1 410125 500以上2536210290

P2

P2

P3

P4

P6

P4

P3

P4

P4

P3

P3

P3

P4

P3

P3

P2

P1

C2

C2

C3

C4

C6

C4

C3

C4

C4

C3

C3

C3

C4

C3

C3

C2

C1

A22

A22

A35

A43

A61

A43

A35

A42

A43

A34

A34

A33

A42

A31

A32

A22

A1

480135 600以上

480135 600以上

800以上

800以上

900以上

800以上

800以上

690

680

750 D13@100

680 D13@150

690 D13@150

580 D13@150700以上

680 D13@150800以上

590 700以上

155

175

235

175

155

175

175

155

590155 700以上

540

580

490

440

480

410

155

175

155

155

135

125

650以上

700以上

600以上

550以上

600以上

500以上 480 ～ 530

3642270360

3642240330

330 4050480590

4058420550

270 6570500640

290 5058460570

290 4050440540

4058380490

250 5058420530

260 4550410510

230 4550380480

3650320420

4558290400

40

36

50

50

240

280

340

380

3642220310

2836190270C2827φ165.2

4本

4本

8本

8本

8本

4本

4本

8本

8本

4本

4本

4本

4本

4本

4本

4本

4本

4本

4本

4本

4本

8本

8本

8本

8本

8本

8本

8本

8本

8本

8本

8本

8本

8本

8本

8本

8本

8本

8本

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

49.0 185M52 5.0 1100

品番 ピッチ呼び径

3.0M24A1

4.0A32

4.0A33

M36

M36

22.0

A43 9454.5M42 145

ISB740C

33.15

33.15

38.92 38.8

3.5M30A22 28.0

4.0A34 M36 33.15

4.0A35 M36 925 13033.15 33.0

A44 10454.5M42 14538.92 38.8

10155.0M48 160A52 45.0 45.0

A31

A42

A51

A61

A81

A91

AA1

12305.5M60 20556.0

12956.0M64 21560.0

1360M68 22564.06.0

－

－

－

－

－

－

－ －

4.0M36 33.15

8454.5M42 14538.92 38.8

5.0M48 45.0 45.0 965 160

－

－

－

－

－

－

M30 2446

m呼び径 s

19M24 36

M36 2955

3465

3875

M42

M48

M52

M60

M64

M68

4280

4890

5195

54100

M30 28.946

di呼び径 s

22.5M24 36

M36 33.655

39.265

45.775

M42

M48

2.0

ti

1.6

2.0

2.3

2.3

7

mi

5

8

9

10

M52

M60

M64

M68

49.980

56.690

60.395

64.3100

2.8

3.2

3.2

3.2

11

12

13

14

C2 3158

25C1 52

C3 3768

12

9

16

d2品番 d1

4378

5090

C4

C5

tw

19

19

C6

C8

54100

62114

25

32

d2品番 d1 tw

C9

CA

66120

70128

36

36

d品番 Ba

4485

5095

P4

P5

ta

19

22

P8 62130 28

d品番 Ba ta

P9

PA

66135

70140

32

32

P2 3265

26P1 50

P3 3875

12

9

16

P6 54115 25

"中心マーク"のある面が上面（鋼管取付面）

"溶接突起"のある面が下面（底面）

A-A

2-3.円形鋼管との溶接要領

ベースプレート

裏当て金

鋼管外面

溶接例

4本ボルトタイプ 8本ボルトタイプ

アンカーボルト据付図

中心Vカット

ゲージプレート

中心Vカット

ゲージプレート

A-A

4本ボルトタイプ

②

③
円形鋼管

④
⑨

①

⑤
⑥

⑦

⑧

捨てコンクリート

円形鋼管

②

③

捨てコンクリート

④
⑨

①

⑤
⑥

⑦

⑧

A-A

8本ボルトタイプ

2-2.形状と寸法

2-1.材質

建築構造用認定鋼板：TMCP325B （ベースプレートの板厚が40mmを超える場合）

建築構造用圧延鋼材：SN490B 　　（ベースプレートの板厚が40mm以下の場合）

8-φdh孔

上面

下面 溶接肉盛り

中心マーク

4-φdh孔

上面

下面 溶接肉盛り

中心マーク

s m

Ls

3-1.アンカーボルト

3.アンカーボルト・ナット・六角リング・丸座金・定着板

8本ボルトタイプ4本ボルトタイプ

db
L

595

Ls

100

725 130

775 130

ISB740E

－

33.0

33.0

685 11528.0

825 13033.0

ISB800B

675 13033.0

－

－

－

－

－

－

材料：ＩＳベース専用材（ISB740C,ISB740E,ISB800B）

材質：　JIS G3131 SPHC

3-3.六角リング
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株式会社 中川建築設計事務所
本社　住所　　〒933-0041　富山県高岡市城東２丁目１番２７号
　　　　　　　ＴＥＬ　0766-21-1060　　ＦＡＸ　0766-21-1371
管理建築士　　一級建築士　登録第１４５４８１号　大鋸谷　良一
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・無筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ　捨ｺﾝｸﾘ-ﾄ : Fc 18N/mm2

・普通ｺﾝｸﾘ-ﾄ　基礎・地中梁　　: Fc 21N/mm

・鉄　筋　　D16以下 : SD295A

　　　　　　D16以下 : SD345

2

・固化材料：ｾﾒﾝﾄ系固化材（環境対策型）

基礎下 地盤改良仕様

（添加量は室内配合試験にて決定）3・添加量  ：180kg/ｍ

・改良厚  ：600ｍｍ

・設計基準強度：Fc=240kN/㎡
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鉄骨部材リスト

特記無き限り、設計使用材料は下記とする。

共通事項（特記無き限り下記による）
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水平ﾌﾞﾚ-ｽ b1

G1梁片端部ピン接合

・形鋼、鋼板

・軽量形鋼

・電縫鋼管

・高力ボルト

特記無き限り、設計使用材料は下記とする。

: SS400

: SSC400

: STK400

: F10T

・鉄骨柱 : 溶融亜鉛メッキ

・中ボルト : SS400
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株式会社 中川建築設計事務所
本社　住所　　〒933-0041　富山県高岡市城東２丁目１番２７号
　　　　　　　ＴＥＬ　0766-21-1060　　ＦＡＸ　0766-21-1371
管理建築士　　一級建築士　登録第１４５４８１号　大鋸谷　良一
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　　　　　　　　宮西　俊昭　　　 S-09A1 1/100 40
A3 1/200 80

3,
00

0

75
0A

B 1,
00

0
1,

00
0

1,
00

0
1,

00
0

G1

G2B2

G1

B3

B3

B3

B3

B3
b1b1B2

3,670 3,660

11,000

1 2

3,660

B3

B1

B1
G2

K1
K1 K1

K1

V1 V1

C1 C1

C1C1

b1

b1 b1b1

Ｙ

Ｘ

B3
B3B3

位　　置

備　　考

下　　筋

腹  　筋

S T  P

上　  筋

B x  D

3/2-D25

  3-D25

3/2-D25

両　 端 中　 央

B

4-D10

D

断　　面

350x1100

砕石
捨コンクリ－ト

10
0
50

全 断 面

3-D25

350x700

2-D10

□-D10@200□-D13@200

符　  号 FG１ FG２

・巾止め筋　D10－＠1000
共通事項 ・スタラップは両ヅメフック先曲げ加工
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部材断面寸法

全断面 STK400

鋼材種別 柱　脚・継　手符　号

C1 〇-318.5x10.3 ISベ－ス　CE311

全断面

全断面
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SS400
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F: PL-12 HTB 12-M16
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RB-M20（ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ付）

鉄骨部材リスト

大梁上　
折版受け

・形鋼、鋼板

・軽量形鋼

・電縫鋼管

・高力ボルト

・中ボルト

特記無き限り、設計使用材料は下記とする。

・無筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ　捨ｺﾝｸﾘ-ﾄ : Fc 18N/mm2

・普通ｺﾝｸﾘ-ﾄ　基礎・地中梁　　: Fc 21N/mm2

・鉄　筋　　D16以下 : SD295A

　　　　　　D16以下 : SD345

: SS400

: SSC400

: STK400

: F10T

: SS400

・鉄骨柱 : 溶融亜鉛メッキ

小矢部市民交流プラザキャノピー建築工事

多目的駐車場構造図（１）
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管理建築士　　一級建築士　登録第１４５４８１号　大鋸谷　良一
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